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は
じ
め
に

　
近
代
歴
史
学
の
発
展
は
し
ば
し
ば
国
民
形
成
と
不
即
不
離
の
形
で

論
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
民
族
の
歴
史
の
舞
台
を
形
作
る
一
定
の
地
理

認
識
を
伴
い
、
そ
こ
で
設
定
さ
れ
た
時
空
間
が
、
公
教
育
そ
の
他
の

媒
体
を
通
じ
て
国
民
統
合
促
進
の
手
段
と
な
る
。
こ
う
し
た
図
式
は

ト
ル
コ
史
や
ギ
リ
シ
ア
史
の
文
脈
で
も
広
く
共
有
さ
れ
、前
者
で
は
、

多
民
族
多
宗
教
的
な
「
オ
ス
マ
ン
国
民
」
の
不
可
能
性
の
認
識
が
「
ト

ル
コ
」
意
識
の
「
覚
醒
」
を
も
た
ら
す
と
、
そ
れ
が
排
外
的
で
自
民

族
中
心
的
な
公
定
歴
史
学
の
構
築
に
繋
が
っ
た
と
さ
れ
る[ Ersanlı 

2003]

。
後
者
で
は
、
ギ
リ
シ
ア
王
国
の
成
立
以
降
、
民
族
の
広
が

り
を
国
家
の
領
域
と
一
致
さ
せ
る
べ
く
、
オ
ス
マ
ン
の
犠
牲
の
下
に

自
国
の
拡
大
を
図
る
「
メ
ガ
リ
・
イ
デ
ア
」、即
ち
「
偉
大
な
る
理
念
」

が
国
是
と
な
る
中
、
暗
黒
の
「
ト
ル
コ
支
配
」
を
挟
ん
で
単
線
的
に

古
典
古
代
、
中
世
ビ
ザ
ン
ツ
、
近
代
ギ
リ
シ
ア
の
三
段
階
を
結
ぶ
民

族
史
学
が
確
立
し
た
と
論
じ
ら
れ
る
［
石
田
一
九
八
二
］。

　
だ
が
こ
の
図
式
が
二
〇
世
紀
初
頭
の
歴
史
叙
述
の
全
て
を
説
明
す

る
訳
で
は
な
い
。
オ
ス
マ
ン
人
ム
ス
リ
ム
は
普
遍
宗
教
た
る
イ
ス
ラ

ー
ム
の
盟
主
を
自
負
し
続
け
た
し
、
正
教
会
、
と
り
わ
け
イ
ス
タ
ン

ブ
ル
に
所
在
す
る
世
界
総
主
教
座
は
、
全
キ
リ
ス
ト
者
の
糾
合
を
鼓

吹
す
る
そ
の
従
来
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
を
保
持
し
続
け
た
。
た
だ

し
、
民
族
意
識
の
浸
透
の
中
、
こ
の
両
普
遍
宗
教
を
オ
ス
マ
ン
帝
国

で
担
っ
た
支
配
層
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ト
ル
コ
人
や
ギ
リ
シ
ア
人
と
同
一

視
さ
れ
て
い
く
に
従
い
、
現
存
す
る
オ
ス
マ
ン
国
制
は
、
非
ト
ル

コ
系
ム
ス
リ
ム
に
は
「
ト
ル
コ
支
配
」、
非
ギ
リ
シ
ア
系
正
教
徒
に

は
「
ギ
リ
シ
ア
支
配
」
と
し
て
、
あ
る
べ
き
真
に
普
遍
的
な
時
空
間

の
簒
奪
と
映
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
と
は
い
え
、
例
え
そ
れ
ら

が
後
に
一
民
族
一
国
家
式
の
個
別
の
民
族
史
観
に
合
流
し
た
の
は
事

報
告
二

ギ
リ
シ
ア
東
方
の
歴
史
地
理
―
オ
ス
マ
ン
正
教
徒
の
小
ア
ジ
ア
・
カ
フ
カ
ー
ス
表
象

藤
　
波
　
伸
　
嘉
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実
で
も
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
オ
ス
マ
ン
内
外
の
歴
史
叙
述
が
、
当
初

か
ら
そ
れ
を
自
明
の
枠
組
み
と
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
旧
来
の
普

遍
宗
教
を
共
有
す
る
域
内
の
諸
民
族
に
と
っ
て
、
記
さ
れ
る
べ
き

歴
史
事
象
は
往
々
に
し
て
隣
接
す
る
他
者
と
重
複
し
た
の
で
あ
り
、

結
果
と
し
て
歴
史
叙
述
は
、
諸
集
団
が
共
有
す
る
時
空
間
を
め
ぐ

り
、
自
ら
の
独
自
性
を
如
何
に
他
者
よ
り
整
合
的
な
形
で
提
示
す
る

か
と
い
う
ゲ
ー
ム
と
し
て
現
れ
た
［Stam

atopoulos 2009, 

藤
波

二
〇
一
三
］。

　
本
稿
は
、
以
上
の
点
を
踏
ま
え
、
オ
ス
マ
ン
正
教
徒
知
識
人
の
著

作
の
分
析
を
通
じ
て
、
二
〇
世
紀
初
頭
オ
ス
マ
ン
領
内
外
の
歴
史
地

理
認
識
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
の
作
業

を
通
じ
、
ロ
シ
ア
革
命
前
後
の
時
代
の
歴
史
叙
述
と
い
う
問
題
を
考

え
る
た
め
の
新
た
な
視
座
を
提
起
し
た
い
。

一
、
帝
国
の
時
代
の
正
教
徒

オ
ス
マ
ン
帝
国
と
ギ
リ
シ
ア
人

　
一
八
三
〇
年
代
に
ギ
リ
シ
ア
人
の
民
族
国
家
、
ギ
リ
シ
ア
王
国
が

誕
生
し
た
後
も
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
そ
の
正
教
徒
臣
民
を
全
て
失
っ

た
訳
で
は
な
い
。
こ
れ
以
降
、
主
権
国
家
と
し
て
の
オ
ス
マ
ン
領
は

縮
小
を
続
け
た
が
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
至
る
ま
で
、
オ
ス
マ
ン
帝
国

は
ギ
リ
シ
ア
王
国
の
そ
れ
以
上
の
数
の
正
教
徒
臣
民
を
抱
え
て
い

た
。
ま
た
、
一
八
世
紀
末
か
ら
発
展
し
た
環
黒
海
・
地
中
海
の
通
商

網
を
背
景
に
、
ギ
リ
シ
ア
以
上
に
オ
ス
マ
ン
側
の
市
場
こ
そ
が
正
教

徒
の
経
済
的
成
長
を
支
え
、
世
界
総
主
教
座
は
、
そ
の
彼
ら
に
精
神

的
な
拠
り
所
を
提
供
し
続
け
て
い
た
。
そ
し
て
一
八
五
六
年
の
改
革

勅
令
、
六
二
年
の
総
主
教
座
法
、
更
に
七
六
年
の
憲
法
を
経
て
、
オ

ス
マ
ン
国
制
に
お
け
る
正
教
徒
の
地
位
は
顕
著
に
向
上
す
る
。
こ
う

し
た
中
、
総
主
教
座
界
隈
の
正
教
徒
共
同
体
指
導
層
に
と
っ
て
、
自

ら
の
既
得
権
益
保
持
の
た
め
に
は
、
民
族
国
家
へ
の
分
裂
よ
り
も
、

宗
派
帰
属
を
重
視
す
る
帝
国
の
枠
組
み
を
保
持
す
る
方
が
望
ま
し
か

っ
た
の
で
あ
り
、
彼
ら
は
、
オ
ス
マ
ン
領
の
縮
小
に
伴
う
自
ら
の
管

区
の
縮
小
に
は
強
く
抵
抗
し
た
。
故
に
、
例
え
ギ
リ
シ
ア
王
国
側
に

は
オ
ス
マ
ン
正
教
徒
を
メ
ガ
リ
・
イ
デ
ア
の
単
な
る
客
体
と
見
做
す

傾
向
が
あ
ろ
う
と
も
、
ま
た
実
際
に
王
国
側
の
領
土
拡
張
の
論
理

に
端
を
発
す
る
衝
突
が
何
度
か
起
き
な
が
ら
も
、「
長
い
一
九
世
紀
」

を
通
じ
、
少
な
か
ら
ぬ
正
教
徒
に
と
っ
て
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
い
う

枠
組
み
は
必
ず
し
も
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、
ロ
シ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
い
う
ス
ラ
ヴ
系

の
敵
対
者
が
、
世
俗
的
に
は
オ
ス
マ
ン
領
の
分
割
を
狙
う
一
方
、
宗

教
的
に
は
世
界
総
主
教
座
か
ら
の
独
立
を
図
り
、
正
教
会
の
一
体
性

を
掘
り
崩
そ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
た
正
教
徒
共
同
体
指
導
層
に
と

り
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
枠
組
み
は
、「
汎
ス
ラ
ヴ
主
義
」
と
闘
う
た

め
に
も
有
意
義
な
存
在
と
映
っ
て
い
た
［
藤
波
二
〇
一
四
b
］。
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こ
う
し
た
環
境
の
下
、
ギ
リ
シ
ア
王
国
と
世
界
総
主
教
座
と
い

う
ギ
リ
シ
ア
人
の
二
つ
の
「
中
心
」
は
、
ギ
リ
シ
ア
世
界
の
将
来

像
を
め
ぐ
っ
て
、
思
想
的
に
も
政
治
的
に
も
し
ば
し
ば
衝
突
し
た

が[ K
ofos 1986]

、
そ
の
双
方
に
と
り
、
主
敵
た
る
「
汎
ス
ラ
ヴ

主
義
」
と
の
対
峙
を
歴
史
叙
述
の
場
で
遂
行
す
る
た
め
に
も
、
現
実

の
国
境
線
に
は
関
わ
ら
ず
、
環
黒
海
・
地
中
海
諸
地
域
を
包
含
す
る

広
域
的
な
地
理
的
枠
組
み
が
必
要
だ
っ
た
。
故
に
歴
史
地
理
認
識

は
、
い
わ
ば
政
治
的
な
覇
権
争
い
の
代
替
物
と
し
て
、
オ
ス
マ
ン
・

ギ
リ
シ
ア
両
国
の
多
様
な
行
為
主
体
の
間
で
、
一
種
の
思
想
的
角
逐

の
下
に
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
王
国
側
で
は
、
そ
の
領
土
拡

張
主
義
的
な
国
是
に
も
拘
ら
ず
、
自
ら
の
現
有
領
土
に
歴
史
的
想
像

力
が
局
限
さ
れ
が
ち
で
あ
り
、
一
部
の
職
業
的
歴
史
家
の
主
張
に
も

拘
ら
ず
、
自
領
外
で
あ
る
小
ア
ジ
ア
な
り
カ
フ
カ
ー
ス
な
り
を
有
機

的
に
組
み
込
ん
だ
歴
史
地
理
教
育
は
実
現
し
な
か
っ
た[ K

oulouri 
1991, Chapter V

]

。
他
方
、
親
オ
ス
マ
ン
的
な
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ

ム
を
奉
じ
た
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
正
教
徒
名
望
家
た
ち
は
、
帝
国
の
枠

組
み
の
下
、「
三
千
年
」
の
歴
史
を
持
ち
、
正
教
会
と
純
正
語
と
を

軸
と
す
る
「
祖
国
」
の
表
象
の
浸
透
に
努
め
て
い
た[ Exertzoglou 

1996]

。
本
稿
で
扱
う
三
名
も
、
こ
う
し
た
文
脈
の
中
で
活
動
し
た

人
々
で
あ
る
。

カ
ル
フ
オ
ー
ル
、
カ
ロ
リ
デ
ィ
、
ス
キ
ャ
リ
エ
リ

　
そ
の
一
人
目
が
イ
オ
ア
ン
ニ
ス
・
カ
ル
フ
オ
ー
ル
（
一
八
七
一
―

一
九
三
一
年
）
で
あ
る
。
彼
は
、
オ
ス
マ
ン
領
の
カ
ッ
パ
ド
キ
ア

か
ら
黒
海
沿
岸
サ
ム
ス
ン
近
郊
の
バ
フ
ラ
に
移
住
し
た
家
系
の
出

身
で
あ
り
、
上
京
し
た
両
親
の
下
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
生
ま
れ
た
。

一
八
九
〇
年
に
は
父
祖
の
地
、
カ
イ
セ
リ
の
ロ
ド
カ
ナ
キ
神
学
校
を

卒
業
し
（
同
校
は
そ
の
名
称
に
も
拘
ら
ず
神
学
校
で
は
な
く
、
彼
も

聖
職
者
で
は
な
く
俗
人
で
あ
る
）、
九
二
年
か
ら
は
ギ
リ
シ
ア
文
字

ト
ル
コ
語
の
最
大
紙
、『
ア
ナ
ト
リ
ア
』
で
健
筆
を
振
る
っ
た
。
創

刊
者
ミ
サ
イ
リ
デ
ィ
ス
の
死
後
、
彼
は
九
五
年
よ
り
同
紙
編
集
長
と

な
る
が
、
一
九
〇
一
年
に
は
ロ
シ
ア
領
バ
ト
ゥ
ー
ム
に
移
住
し
て
、

煙
草
商
に
従
事
し
た
。
彼
は
こ
の
間
、
ま
ず
一
八
九
八
年
か
ら
翌
年

に
か
け
、
母
校
の
置
か
れ
た
修
道
院
の
縁
起
と
し
て
、『
ズ
ィ
ン
ジ

デ
レ
村
の
前
駆
授
洗
イ
オ
ア
ン
ニ
ス
修
道
院
あ
る
い
は
フ
ラ
ヴ
ィ
ア

ン
修
道
院
』
全
五
巻
を
ギ
リ
シ
ア
文
字
ト
ル
コ
語
で
刊
行
す
る
と
、

九
九
年
に
は
『
小
ア
ジ
ア
歴
史
地
理
』
を
や
は
り
ギ
リ
シ
ア
文
字
ト

ル
コ
語
で
著
し
た
。
そ
の
後
、
未
完
に
終
わ
っ
た
『
小
ア
ジ
ア
史
』

の
試
み
を
経
て
、
一
九
〇
八
年
に
『
カ
フ
カ
ー
ス
の
ギ
リ
シ
ア
人
』

を
、
更
に
一
八
年
に
は
『
バ
ト
ゥ
ー
ム
の
ギ
リ
シ
ア
人
共
同
体
の
歴

史
』
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ギ
リ
シ
ア
語
で
刊
行
し
た
。

　
二
人
目
は
パ
ヴ
ロ
・
カ
ロ
リ
デ
ィ
（
一
八
四
九
―
一
九
三
〇
年
）

で
あ
る
。
や
は
り
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
出
身
の
彼
は
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
、
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イ
ズ
ミ
ル
、
ア
テ
ネ
で
学
ん
だ
後
、
ド
イ
ツ
留
学
を
経
て
一
八
九
三

年
に
ア
テ
ネ
大
学
の
歴
史
学
教
授
に
就
任
す
る
が
、
そ
の
後
も
オ
ス

マ
ン
・
ギ
リ
シ
ア
両
国
を
股
に
か
け
る
政
治
・
言
論
活
動
を
繰
り
広

げ
た
。
そ
し
て
三
人
目
は
、
か
つ
て
オ
ス
マ
ン
・
ギ
リ
シ
ア
二
重
帝

国
を
夢
見
て
ム
ラ
ト
五
世
を
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
に
誘
っ
た
イ
ス
タ
ン

ブ
ル
の
銀
行
家
、
ク
レ
ア
ン
シ
ス
・
ス
キ
ャ
リ
エ
リ
の
子
で
、
自
ら

も
オ
ス
マ
ン
政
界
で
活
躍
し
た
人
物
、ヨ
ル
ギ
・
ス
キ
ャ
リ
エ
リ
（
生

没
年
不
明
）
で
あ
る
。

　
活
動
の
舞
台
や
志
向
を
異
に
す
る
こ
の
三
名
で
は
あ
る
が
、
彼
ら

に
は
、
ト
ル
コ
語
を
母
語
な
い
し
準
母
語
と
し
、
人
生
の
少
な
か
ら

ぬ
時
期
を
オ
ス
マ
ン
領
で
過
ご
し
た
と
い
う
共
通
点
が
あ
っ
た
。
そ

の
意
味
で
、
こ
の
三
名
の
比
較
を
通
じ
て
、
正
教
徒
知
識
人
の
歴
史

地
理
認
識
を
、
そ
の
共
通
性
と
独
自
性
、
更
に
そ
の
オ
ス
マ
ン
的
文

脈
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
深
く
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
祖
国
の
表
象

愛
す
べ
き
「
祖
国
」

　
小
ア
ジ
ア
あ
る
い
は
ア
ナ
ト
リ
ア
は
、
必
ず
し
も
明
確
な
単
一
の

行
政
的
単
位
を
成
し
た
訳
で
は
な
い
。
近
世
を
通
じ
、
以
下
に
見
る

「
小
ア
ジ
ア
」
は
、
西
の
ア
ナ
ト
リ
ア
州Anadolu Eyaleti

、
東

の
ロ
ー
マ
州Rum

 Eyaleti

、
そ
し
て
南
の
カ
ラ
マ
ン
州
と
い
う

広
域
州
に
分
割
さ
れ
て
い
た
が
、
タ
ン
ズ
ィ
マ
ー
ト
に
前
後
し
て
、

そ
の
各
々
が
更
に
複
数
の
小
規
模
州
に
分
割
さ
れ
た
。
一
九
世
紀
の

当
時
、
西
欧
学
知
を
踏
ま
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ

の
三
つ
に
オ
ス
マ
ン
領
を
分
類
す
る
の
が
一
般
的
だ
っ
た
が
、
帝
国

全
土
を
「
祖
国
」
と
す
べ
き
オ
ス
マ
ン
人
、
と
り
わ
け
そ
の
ム
ス
リ

ム
臣
民
に
と
り
、
そ
の
一
部
を
成
す
に
過
ぎ
な
い
ア
ナ
ト
リ
ア
は
、

必
ず
し
も
特
権
的
な
領
域
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
一
九
世
紀
末
か

ら
成
長
し
た
ト
ル
コ
民
族
主
義
の
言
説
に
お
い
て
、
中
央
ア
ジ
ア
の

「
故
地
」
と
の
一
体
感
が
高
ま
る
と
、
そ
れ
が
法
制
的
枠
組
み
を
伴

う
こ
と
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
過
程
で
、
身
近
な
「
祖
国
」

ア
ナ
ト
リ
ア
へ
の
意
識
も
徐
々
に
呼
び
覚
ま
さ
れ
る[ K

ushner 
1977]

。
同
様
の
経
緯
は
、
正
教
徒
に
つ
い
て
も
観
察
さ
れ
た
。
元

来
こ
の
領
域
は
世
界
総
主
教
座
と
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
総
主
教
座
と
に

分
割
さ
れ
て
い
た
が
、
黒
海
や
地
中
海
を
股
に
か
け
る
ギ
リ
シ
ア
世

界
、
即
ち
「
我
ら
が
東
方ἡ καθ’ἡμᾶς Ἀ

νατολή

」
の
意
識
が
広

ま
る
中
、
そ
の
一
部
と
し
て
の
小
ア
ジ
ア
へ
の
視
線
も
変
化
す
る
。

例
え
ば
、
カ
ロ
リ
デ
ィ
が
ス
ト
ラ
ボ
ン
『
地
理
書
』
の
小
ア
ジ
ア
関

係
部
分
の
註
釈
を
行
な
っ
た
の
は
、
帝
都
で
活
躍
す
る
カ
イ
セ
リ
出

身
の
一
篤
志
家
か
ら
、「
小
ア
ジ
ア
の
広
大
な
祖
国π

ατρίδος

の

精
神
的
再
生
や
、
古
来
ギ
リ
シ
ア
的
で
あ
っ
た
こ
の
半
島
に
お
け
る

ギ
リ
シ
ア
人
の
発
展
拡
大
に
貢
献
す
る
」
意
図
の
許
、「
特
に
小
ア
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ジ
ア
の
ギ
リ
シ
ア
人
学
生
の
使
用
に
供
す
べ
く
」、
そ
の
刊
行
を
依

頼
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た[ K

arolidis 1889, p.ε ΄]

。

　
カ
ル
フ
オ
ー
ル
も
「
祖
国
」
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
眼
差
し
を
踏

襲
し
て
お
り
、『
小
ア
ジ
ア
歴
史
地
理
』は
次
の
文
で
始
ま
っ
て
い
る
。

「
国
土μεμλεκέτ
！
な
ん
と
美
し
い
単
語
か
！
な
ん
と
気
高
い
言
葉

か
！
な
ん
と
偉
大
な
言
語
か
。
そ
し
て
国
土
へ
の
愛
！
こ
れ
よ
り
も

大
き
な
美
徳
、
こ
れ
よ
り
も
偉
大
な
志
や
目
的
な
ど
存
在
し
な
い
」。

「
我
々
の
中
に
は
、
自
分
た
ち
の
祖
国βατανημηζ

と
は
何
で
あ
る

か
を
知
ら
ず
に
、『
ア
ナ
ト
リ
ア
出
身
者
で
あ
る
』
と
言
う
の
を
恥

じ
る
者
が
い
る
！
」「
我
々
は
、
そ
の
下
で
生
き
て
い
る
至
高
の
国

家
の
歴
史
を
知
ら
な
い
。
オ
ス
マ
ン
史
を
学
ば
な
い
。
同
様
に
、
我

ら
が
ア
ナ
ト
リ
ア
の
歴
史
は
か
つ
て
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か

全
く
分
か
っ
て
い
な
い
」
と[ K

alfoglous 1899b, pp.5–7]

。

　
即
ち
、「
ア
ナ
ト
リ
ア
出
身
者
」
た
る
こ
と
は
恥
ず
か
し
い
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
前
提
に
、
愛
す
べ
き
「
祖
国
」

た
る
小
ア
ジ
ア
に
関
す
る
知
識
を
そ
れ
を
欠
く
「
我
々
」
に
与
え
る

こ
と
で
、
こ
う
し
た
状
況
を
変
え
よ
う
と
す
る
の
が
本
書
執
筆
の
目

的
で
あ
る
。
こ
の
際
、
本
書
の
言
語
か
ら
も
内
容
か
ら
も
、
そ
こ
で

想
定
さ
れ
る
「
我
々
」
が
、
オ
ス
マ
ン
臣
民
た
る
ト
ル
コ
語
話
者
の

ア
ナ
ト
リ
ア
出
身
正
教
徒
な
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時

も
今
も
し
ば
し
ば
「
カ
ラ
マ
ン
ル
」
と
称
さ
れ
る
人
々
だ
が
、実
際
、

「
カ
ラ
マ
ン
ル
」
と
は
自
称
な
ら
ぬ
他
称
で
あ
り
、
寧
ろ
蔑
称
に
近

い
言
辞
だ
っ
た[ Benlisoy and Benlisoy 2010]

。

　
さ
て
、
そ
の
『
小
ア
ジ
ア
歴
史
地
理
』
で
の
カ
ル
フ
オ
ー
ル
の
議

論
は
専
ら
オ
ス
マ
ン
行
政
区
画
に
即
し
て
行
な
わ
れ
、
そ
の
こ
と

が
、「
祖
国
」の
範
囲
設
定
自
体
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
即
ち
、

彼
の
い
わ
ゆ
る
「
小
ア
ジ
ア
」
は
、「
北
は
黒
海
、
西
及
び
南
は
地

中
海
、
そ
し
て
東
は
、
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
河
並
び
に
シ
リ
ア
州
を
チ
ュ

ク
ロ
ヴ
ァ
及
び
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
か
ら
隔
て
る
ア
マ
ノ
ス
山
（
ア
ル
マ

山
）」
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
る
筈
な
の
だ
が
、
本
書
末
尾
で
、「
小
ア

ジ
ア
に
あ
る
州
は
以
上
で
全
て
で
あ
る
。
東
側
に
つ
い
て
は
、
ア
ン

カ
ラ
州
の
東
に
あ
る
ア
レ
ッ
ポ
州
及
び
デ
ィ
ヤ
ル
バ
ク
ル
州
の
西
側

の
一
部
は
小
ア
ジ
ア
に
含
ま
れ
る
が
、
そ
こ
の
町
は
重
要
で
は
な
い

の
で
、こ
こ
で
は
無
視
す
る
こ
と
に
し
た
い
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、

本
来
は
小
ア
ジ
ア
に
含
ま
れ
る
筈
の
地
域
が
、
現
行
の
州
県
境
と
の

齟
齬
の
た
め
、
捨
象
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る[ K

alfoglous 1899b, 
pp.9–10, 158]

。

　
た
だ
、
こ
の
範
囲
設
定
自
体
は
、
当
時
の
正
教
徒
に
と
っ
て
一
般

的
な
も
の
で
は
あ
っ
た
。
カ
ロ
リ
デ
ィ
も
、
そ
の
ス
ト
ラ
ボ
ン
註

釈
に
お
い
て
、
今
日
で
は
皆
が
、「
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
河
と
エ
ー
ゲ
海
、

黒
海
と
地
中
海
、
ト
ラ
ブ
ゾ
ン
地
域
と
イ
シ
コ
ス
湾
、
タ
ウ
ラ
ス
山

脈
の
一
部
と
ア
マ
ノ
ス
山
の
間
に
広
が
る
半
島
」
を
小
ア
ジ
ア
と
呼

ん
で
い
る
と
記
す
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
小
ア
ジ
ア
」
の
名
称
自
体
は

ロ
ー
マ
人
か
ら
の
輸
入
だ
が
、
ア
ジ
ア
を
二
分
す
る
地
理
認
識
は
ヘ
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ギ
リ
シ
ア
東
方
の
歴
史
地
理
―
オ
ス
マ
ン
正
教
徒
の
小
ア
ジ
ア
・
カ
フ
カ
ー
ス
表
象
（
藤
波
）

ロ
ド
ト
ス
や
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
な
ど
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
に
も

見
ら
れ
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
に
は
既
に
現
在
の
「
小
ア
ジ
ア
」
に
近

い
領
域
が
一
つ
の
地
理
区
分
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ

れ
は
、「
地
理
的
に
の
み
な
ら
ず
、
歴
史
的
に
も
民
族
誌
的
に
も
言

語
学
的
に
も
正
し
い
も
の
だ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
地
域
は
歴

史
的
に
ア
ジ
ア
側
の
ギ
リ
シ
ア
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
境
界
の

内
側
に
は
古
来
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
先
祖
た
る
純
粋
な
ア
ー
リ
ア
人
が

住
ん
で
い
た
」
と
さ
れ
、
こ
の
点
は
、「
今
世
紀
最
大
の
地
理
学
者
」

カ
ー
ル
・
リ
ッ
タ
ー
の
説
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
こ
と
で
補
強
さ

れ
る
。
カ
ロ
リ
デ
ィ
は
更
に
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
や
ビ
ザ
ン
ツ
の

時
代
、ギ
リ
シ
ア
人
の
勢
力
は
そ
の
遥
か
先
ま
で
届
い
て
は
い
た
が
、

正
に
こ
の
「
小
ア
ジ
ア
」
の
範
囲
ま
で
が
「
大
ギ
リ
シ
ア
」
を
形
成

す
る
領
域
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
ギ
リ
シ
ア
性
は
、「
東

ロ
ー
マ
帝
国
が
ギ
リ
シ
ア
帝
国
と
化
し
た
後
」
も
、
征
服
者
た
る

ア
ラ
ブ
人
と
の
対
峙
の
中
で
強
化
さ
れ
た
の
だ
と
説
く[ K

arolidis 
1889, pp. ιβ΄–ιδ΄]

。
こ
こ
で
、「
近
代
地
理
学
の
父
」、
リ
ッ
タ
ー

が
召
喚
さ
れ
る
の
は
偶
然
で
は
な
い
。
自
然
環
境
と
人
文
地
理
の
連

関
を
重
視
す
る
彼
の
議
論
は
、
当
時
の
ギ
リ
シ
ア
人
に
広
く
浸
透
し

て
い
た[ K

oulouri 1991, Chapter IV
]

。

人
種
と
民
族

　
そ
し
て
ア
ー
リ
ア
人
へ
の
言
及
に
も
西
欧
学
知
の
成
果
が
顕
著
で

あ
る
。
カ
ロ
リ
デ
ィ
は
既
に
ス
ト
ラ
ボ
ン
註
釈
に
先
立
ち
、『
ア
ー

リ
ア
同
族
の
小
ア
ジ
ア
人
に
関
す
る
覚
書
』
な
る
著
作
で
こ
の
問
題

を
本
格
的
に
展
開
し
て
い
た
。
本
書
で
彼
は
、
聖
書
学
を
東
洋
学
と

重
ね
合
わ
せ
、
創
世
記
に
現
れ
る
ヤ
ペ
テ
の
子
ゴ
メ
ル
に
は
、
南
ロ

シ
ア
か
ら
カ
フ
カ
ー
ス
に
移
住
し
、
後
に
小
ア
ジ
ア
に
定
着
し
た

キ
ン
メ
リ
ア
人
の
像
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
説
く
。
そ
し
て
、「
先

史
時
代
に
半
島
各
地
に
居
住
し
た
ト
ゥ
ラ
ン
系
、
セ
ム
系
、
フ
ス
系

の
諸
民
族
に
先
立
ち
、
小
ア
ジ
ア
に
は
ア
ー
リ
ア
人
種
に
属
す
る
多

く
の
民
族
が
住
ん
で
い
た
。
フ
リ
ギ
ア
＝
ペ
ラ
ス
ギ
系
の
小
ア
ジ
ア

人
を
形
成
し
た
こ
の
諸
民
族
は
、（
特
に
言
語
学
的
観
点
か
ら
言
え

ば
）
あ
ら
ゆ
る
ア
ー
リ
ア
民
族
と
縁
戚
関
係
を
持
つ
特
徴
を
有
し
、

東
方
（
特
に
イ
ラ
ン
高
原
や
ア
ル
メ
ニ
ア
高
原
）
の
ア
ー
リ
ア
人
と

イ
タ
リ
ア
＝
ペ
ラ
ス
ギ
人
と
を
結
び
付
け
」
る
存
在
だ
っ
た
と
さ
れ

る[ K
arolidis 1886, pp.7–28, 91–92]

。
だ
が
彼
に
お
い
て
、

人
種
的
起
源
が
無
媒
介
に
現
在
の
民
族
構
成
と
結
び
付
く
訳
で
は
な

い
。
何
故
な
ら
、「
人
種φυλὴ

や
人
種
的
結
び
付
き
と
は
自
然
的

要
素
で
あ
る
の
に
対
し
、
民
族ἐθνότης

や
民
族
的
結
び
付
き
と
は

倫
理
的
な
要
素
や
力
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
人
間
生
活
の
長
い
歴
史
の

中
で
実
現
し
表
出
す
る
。
人
種
の
民
族
や
民
族
性
へ
の
変
容
は
、
自

然
生
活
が
歴
史
へ
と
変
容
す
る
こ
と
で
、
即
ち
人
々
が
精
神
生
活
や

文
明
に
親
し
む
こ
と
で
実
現
す
る
。
民
族
は
一
つ
の
人
種
か
ら
も
形

成
さ
れ
得
る
し
、
あ
る
い
は
互
い
に
関
係
を
持
っ
た
り
持
た
な
か
っ
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た
り
す
る
複
数
の
人
種
が
、
歴
史
的
観
念
の
一
体
性
、
生
活
や
文

明
、
そ
し
て
歴
史
や
文
明
を
介
し
て
生
成
さ
れ
周
知
さ
れ
た
精
神
的

記
憶
の
一
体
性
を
通
じ
て
同
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
形
成
さ
れ

得
る
」
か
ら
だ
っ
た[ K

arolidis 1909, pp.387–388]

。

　
こ
の
よ
う
に
民
族
性
の
決
定
要
因
が
人
種
的
起
源
以
上
に
精
神
生

活
に
置
か
れ
る
こ
と
は
、
オ
ス
マ
ン
統
治
下
、「
東
方
」
の
ギ
リ
シ

ア
正
教
徒
の
一
体
性
を
誇
示
す
る
上
で
決
定
的
な
意
味
を
持
つ
。
と

い
う
の
も
、
正
教
徒
の
精
神
生
活
に
お
い
て
は
正
教
が
常
に
そ
の
中

核
的
位
置
を
占
め
る
の
だ
が
、
そ
の
際
、
正
教
こ
そ
ギ
リ
シ
ア
性
の

中
核
で
あ
っ
て
、ま
た
そ
の
文
明
語
は
ギ
リ
シ
ア
語
で
あ
る
が
故
に
、

彼
ら
は
皆
ギ
リ
シ
ア
人
と
見
做
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
、
例
え
オ
ス
マ
ン
治
下
の
正
教
徒
の
一
部
が
ア
ラ
ビ
ア
語
や

ト
ル
コ
語
や
ブ
ル
ガ
リ
ア
語
を
母
語
と
し
、
そ
れ
故
に
仮
に
当
人
が

言
語
別
の
帰
属
意
識
を
有
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
俗
語
に
基

づ
く
仮
初
の
認
識
に
過
ぎ
ず
、
正
教
徒
で
あ
る
限
り
、
彼
ら
は
す
べ

か
ら
く
ギ
リ
シ
ア
人
と
見
做
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
言

語
を
根
拠
に
現
地
住
民
を
ギ
リ
シ
ア
人
聖
職
者
か
ら
離
間
し
よ
う
と

し
た
ロ
シ
ア
の
パ
レ
ス
チ
ナ
政
策
や
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
マ
ケ
ド
ニ
ア
進

出
、
即
ち
「
汎
ス
ラ
ヴ
主
義
」
の
脅
威
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
必

須
の
主
張
だ
っ
た[ K

arolidis 1909, pp.29–41]

。

　
そ
し
て
先
史
へ
の
眼
差
し
は
、
カ
ロ
リ
デ
ィ
を
し
て
ス
カ
ン
デ
ィ

ナ
ヴ
ィ
ア
の
キ
ン
ブ
リ
人
と
小
ア
ジ
ア
の
キ
ン
メ
リ
ア
人
と
を
同
一

視
せ
し
め
、
こ
れ
ら
の
ア
ー
リ
ア
民
族
が
居
住
し
た
両
地
域
の
交
流

こ
そ
が
、
ロ
シ
ア
の
揺
籃
た
る
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
登
場
の
前
提
だ
と

目
さ
れ
る[ K

arolidis, 1890, pp.151–170]

。
こ
う
し
て
人
類

史
上
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
位
置
を
相
対
化
し
た
カ
ロ
リ
デ
ィ
は
、
他

方
で
、
古
典
古
代
に
お
け
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
征
服
行
こ

そ
ギ
リ
シ
ア
史
上
の
画
期
だ
と
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
大
王
以
降
の

ギ
リ
シ
ア
文
明
の
拡
大
は
、
そ
の
後
継
者
た
る
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
諸
王
朝

の
時
代
に
定
着
し
、
更
に
、
ロ
ー
マ
帝
国
以
降
の
キ
リ
ス
ト
教
の
浸

透
に
よ
っ
て
、
現
在
に
至
る
普
遍
性
を
獲
得
し
た
と
さ
れ
る
。
シ
リ

ア
、
ア
ナ
ト
リ
ア
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
に
文
明
が
到
達
し
た
の
も
こ
の

時
代
で
あ
り
、
故
に
こ
れ
ら
の
地
は
、
正
教
を
軸
に
そ
れ
を
実
現

し
た
ギ
リ
シ
ア
人
の
地
な
の
だ
と
見
做
さ
れ
る[ K

arolidis 1909, 
pp.50–69, 124ff]

。

　
従
っ
て
、「
祖
国
」
小
ア
ジ
ア
は
、
そ
れ
を
包
み
込
む
広
大
な
ギ

リ
シ
ア
世
界
の
一
部
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ギ
リ
シ

ア
王
国
の
現
有
領
土
や
世
界
総
主
教
座
の
管
区
を
遥
か
に
超
え
る
広

が
り
を
持
つ
彼
の
文
明
論
的
な
視
座
の
下
で
は
、
正
教
会
の
管
区
や

オ
ス
マ
ン
行
政
区
画
と
の
異
同
と
い
っ
た
論
点
の
意
義
は
矮
小
化
さ

れ
る
。
つ
ま
り
、
カ
ロ
リ
デ
ィ
の
史
観
は
既
に
脱
宗
教
化
を
経
た
も

の
で
あ
っ
て
、
そ
の
上
で
改
め
て
正
教
徒
と
い
う
属
性
が
、
ギ
リ
シ

ア
世
界
の
拡
大
を
示
す
た
め
に
選
び
取
ら
れ
て
い
た
。こ
の
際
、人
々

の
精
神
生
活
を
通
時
的
に
跡
付
け
る
歴
史
学
が
果
た
す
べ
き
使
命
は
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大
き
い
。
そ
の
意
味
で
歴
史
学
と
は
、
何
よ
り
も
メ
ガ
リ
・
イ
デ
ア

実
現
の
た
め
の
手
段
な
の
だ
っ
た
。
た
だ
し
彼
の
メ
ガ
リ
・
イ
デ
ア

は
、
ギ
リ
シ
ア
王
国
の
領
土
拡
張
と
し
て
で
は
な
く
、
現
存
の
正
教

徒
通
商
網
を
前
提
に
、
オ
ス
マ
ン
の
枠
組
み
の
下
で
の
正
教
徒
の
経

済
的
文
化
的
な
発
展
を
志
向
す
る
も
の
だ
っ
た
点
に
特
色
が
あ
る
。

断
絶
し
な
い
歴
史

　
こ
れ
に
対
し
カ
ル
フ
オ
ー
ル
の
『
小
ア
ジ
ア
歴
史
地
理
』
は
、
地

理
的
に
は
禁
欲
的
な
ま
で
に
小
ア
ジ
ア
に
そ
の
視
野
を
限
定
す
る
一

方
、
歴
史
的
に
は
、
断
絶
の
な
い
空
虚
な
時
間
の
流
れ
と
し
て
提
示

さ
れ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
本
書
で
彼
は
、
古
代
ロ
ー
マ
や
ビ
ザ
ン

ツ
時
代
の
行
政
区
画
へ
の
言
及
は
最
小
限
、
別
枠
で
地
名
の
列
挙
を

簡
潔
に
行
な
う
に
留
め
て
お
り
、
当
該
の
地
域
が
正
教
会
の
ど
の
管

区
に
属
す
る
か
は
必
ず
記
さ
れ
る
も
の
の
、
歴
史
や
地
誌
に
関
わ
る

本
論
は
、
あ
く
ま
で
オ
ス
マ
ン
行
政
区
画
に
即
し
、
現
行
の
各
州
県

の
枠
内
で
過
去
を
振
り
返
っ
た
際
の
情
報
を
一
律
に
列
挙
す
る
体
裁

を
取
る
。
そ
の
結
果
、
先
史
、
古
典
古
代
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
諸
王
朝
、

ロ
ー
マ
、
ビ
ザ
ン
ツ
、
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
、
そ
し
て
オ
ス
マ
ン
朝
と
、

そ
の
間
の
歴
史
の
流
れ
に
断
絶
は
見
出
さ
れ
ず
、
そ
の
内
部
で
生
起

し
た
事
象
で
あ
る
限
り
は
、
当
該
の
州
県
の
事
績
と
し
て
紹
介
さ
れ

る
。
例
え
ば
、
ア
マ
ス
ヤ
に
つ
い
て
の
記
述
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

町
の
中
心
、
川
の
ほ
と
り
に
は
故
帝
ス
ル
タ
ン
・
バ
ヤ
ズ
ィ

ト
一
世
陛
下
が
建
設
さ
せ
た
大
き
な
宮
殿
が
あ
り
、
そ
の
脇

に
は
マ
ド
ラ
サ
と
孤
児
院
と
が
あ
る
。
ポ
ン
ト
ス
の
支
配
者

た
ち
は
こ
こ
を
気
に
入
り
、
首
都
に
選
定
し
て
い
た
。
イ
ラ

ン
人
の
時
代
に
は
こ
こ
は
第
三
の
知
事
職
に
属
し
て
い
た
。

ロ
ー
マ
の
ポ
ン
ペ
イ
オ
ス
は
、
こ
こ
を
征
服
し
た
際
に
城
砦

を
破
却
し
た
。
ビ
ザ
ン
ツ
時
代
や
、
そ
の
後
に
ト
レ
ビ
ゾ
ン

ド
帝
国
の
手
に
渡
っ
て
か
ら
は
、
こ
こ
は
大
変
に
発
展
し

た
。
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
に
属
す
る
ダ
ニ
シ
ュ
メ
ン
ド
朝
が
こ

こ
を
コ
ム
ネ
ノ
ス
朝
の
手
か
ら
征
服
し
た
が
、
コ
ン
ヤ
の
ス

ル
タ
ン
に
引
き
渡
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
後
こ

こ
は
オ
ス
マ
ン
朝
に
移
っ
た
。
こ
こ
は
有
名
な
地
理
学
者
ス

ト
ラ
ボ
ン
や
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
征
服
後
三
代
目
の
ス
ル
タ
ン

と
な
っ
た
冷
酷
者
セ
リ
ム
一
世
陛
下
の
故
郷βατανή

で
あ

る
。
立
法
者
ス
ル
タ
ン
・
ス
レ
イ
マ
ン
陛
下
は
、
ド
イ
ツ
皇

帝
カ
ー
ル
五
世
陛
下
の
兄
弟
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
フ
ェ

ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
が
派
遣
し
た
使
節
を
こ
こ
で
引
見
し
て
い
る

[ K
alfoglous 1899b, p.151]

。

　
ま
た
、
彼
の
『
フ
ラ
ヴ
ィ
ア
ン
修
道
院
』
補
遺
で
は
、
オ
ス
マ
ン

行
政
区
画
で
は
な
く
、
正
教
会
の
カ
イ
セ
リ
及
び
コ
ン
ヤ
の
管
区
の

歴
史
地
理
が
扱
わ
れ
て
い
る
が
、全
体
を
貫
く
視
座
は
同
様
で
あ
り
、

王
朝
の
変
遷
を
超
え
た
古
代
以
来
の
管
区
内
の
歴
史
的
事
象
が
列
挙

さ
れ
る
と
共
に
、
ム
ス
リ
ム
や
ア
ル
メ
ニ
ア
人
の
モ
ス
ク
や
教
会
に
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つ
い
て
も
逐
一
言
及
が
な
さ
れ
て
お
り
、
多
民
族
多
宗
教
的
で
断
絶

の
な
い
「
祖
国
」
小
ア
ジ
ア
の
歴
史
地
理
の
理
解
に
資
す
る
こ
と
が

目
的
と
さ
れ
て
い
た[ K

alfoglous 1899a, pp.535–597]

。

　
約
言
す
れ
ば
、
カ
ル
フ
オ
ー
ル
に
お
い
て
、
王
朝
の
興
亡
は
あ
っ

て
も
、そ
の
舞
台
た
る
「
祖
国
」
の
歴
史
に
断
絶
は
な
い
。
そ
し
て
、

ギ
リ
シ
ア
人
な
り
正
教
徒
な
り
が
、
同
じ
「
祖
国
」
の
子
た
る
ム
ス

リ
ム
や
ト
ル
コ
人
、
あ
る
い
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
に
比
し
、
必
ず
し
も

特
権
化
さ
れ
て
い
る
訳
で
も
な
か
っ
た
。

　
と
は
い
え
、
カ
ル
フ
オ
ー
ル
の
視
点
は
完
全
に
オ
ス
マ
ン
化
さ
れ

た
も
の
だ
っ
た
と
か
、
小
ア
ジ
ア
に
局
限
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
と
か

考
え
る
な
ら
ば
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
彼
も
ま
た
、
小
ア
ジ
ア
を
超

え
る
視
座
を
有
し
て
い
た
。
バ
ト
ゥ
ー
ム
移
住
後
、
彼
は
カ
フ
カ
ー

ス
の
ギ
リ
シ
ア
性
を
論
ず
る
こ
と
に
な
る
。

三
、
ア
ル
ゴ
船
の
着
く
土
地
で

『
カ
フ
カ
ー
ス
の
ギ
リ
シ
ア
人
』

　
一
九
〇
八
年
刊
行
の
本
書
で
は
、
ケ
ル
チ
か
ら
バ
ト
ゥ
ー
ム
に
至

る
黒
海
東
岸
の
歴
史
地
理
、
特
に
そ
こ
に
住
む
ギ
リ
シ
ア
人
の
由
緒

が
主
題
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
本
書
執
筆
の
目
的
は
、「
ギ
リ
シ

ア
人
種
の
純
粋
性
」
を
、
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
母
語
の
如
何
を
問

わ
ず
、「
ギ
リ
シ
ア
人
は
常
に
カ
フ
カ
ー
ス
に
存
在
し
、
そ
の
純
粋

性
を
保
っ
て
き
た
こ
と
」
を
、
そ
れ
を
認
め
な
い
「
敵
」
に
対
し
て

反
駁
す
べ
く
提
示
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
こ
で
「
敵
」
と
し
て
名

指
し
さ
れ
る
の
が
、
ド
イ
ツ
の
歴
史
家
フ
ァ
ル
メ
ラ
イ
ア
ー
で
あ

る[ K
alfoglous 1908, pp.158–160]

。
こ
の
人
物
は
、
古
典
古

代
の
終
焉
後
、
ギ
リ
シ
ア
の
地
は
完
全
に
ス
ラ
ヴ
化
し
、
そ
の
子
孫

で
あ
る
近
代
ギ
リ
シ
ア
人
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
と
は
何
の
繋
が
り
も

な
い
と
い
う
説
を
打
ち
出
し
た
た
め
、
古
典
古
代
と
の
直
結
を
存
在

意
義
と
す
る
ギ
リ
シ
ア
人
に
衝
撃
を
与
え
た
。
そ
こ
で
こ
の
説
を
批

判
し
、
古
代
か
ら
現
在
に
至
る
ギ
リ
シ
ア
人
の
連
続
性
を
証
明
す

べ
く
努
め
た
の
が
カ
ロ
リ
デ
ィ
の
前
任
者
、「
近
代
ギ
リ
シ
ア
歴
史

学
の
父
」
パ
パ
リ
ゴ
プ
ロ
ス
で
あ
り
、
近
代
ギ
リ
シ
ア
史
学
史
は

フ
ァ
ル
メ
ラ
イ
ア
ー
批
判
か
ら
始
ま
る
と
し
て
も
過
言
で
は
な
い

[ K
itrom

ilides 1998]

。
こ
の
課
題
を
引
き
継
ぐ
カ
ロ
リ
デ
ィ
も
、

パ
レ
ス
チ
ナ
や
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
ギ
リ
シ
ア
性
を
説
く
際
に
、
フ

ァ
ル
メ
ラ
イ
ア
ー
を
名
指
し
で
批
判
し
て
い
た[ K

arolidis 1909, 
pp.1–27]

。

　
カ
ル
フ
オ
ー
ル
も
本
書
で
パ
パ
リ
ゴ
プ
ロ
ス
の
記
念
碑
的
著
作

『
ギ
リ
シ
ア
民
族
の
歴
史
』
を
頻
繁
に
引
用
し
、
ビ
ザ
ン
ツ
を
専
ら

「
ギ
リ
シ
ア
国
家
」
と
し
て
扱
い
、
そ
の
「
宗
主
権ἐπ

ικυριαρχία

」

や
世
界
総
主
教
座
の
管
轄
を
カ
フ
カ
ー
ス
現
地
の
ギ
リ
シ
ア
性
の

証
と
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
使
用
を
「
ギ
リ
シ
ア
文
明
の
影
響
力
」

の
根
拠
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
特
記
す
る
な
ど[ K

alfoglous 1908, 
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pp.26–73]

、
ギ
リ
シ
ア
世
界
全
体
の
関
心
へ
の
接
近
が
顕
著
だ
っ

た
。
し
か
も
本
書
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
と
オ
ス
マ
ン
の
交
代
期
、
コ
ン
ス

タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
続
き
ト
レ
ビ
ゾ
ン
ド
も
陥
落
し
た
一
四
六
一

年
を
境
と
す
る
時
期
区
分
を
導
入
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
も
、
歴
史

の
断
絶
の
な
い
『
小
ア
ジ
ア
歴
史
地
理
』
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
カ
ル
フ
オ
ー
ル
は
、
世
界
総
主
教
座
公
報

『
教
会
の
真
理
』
編
集
長
に
し
て
近
代
最
大
の
教
会
史
家
の
一
人
、

ゲ
デ
オ
ン
の
著
作
に
も
頻
繁
な
言
及
を
行
な
っ
て
い
る
。
エ
キ
ュ
メ

ニ
ズ
ム
に
殉
ず
る
ゲ
デ
オ
ン
は
思
想
的
に
パ
パ
リ
ゴ
プ
ロ
ス
の
対
極

に
あ
り[ Stam

atopoulos 2009, Chapter 1]

、
従
っ
て
本
書
で

の
カ
ル
フ
オ
ー
ル
の
議
論
も
、
単
純
に
ギ
リ
シ
ア
王
国
の
歴
史
叙
述

を
再
生
産
す
る
も
の
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
、
パ
パ
リ

ゴ
プ
ロ
ス
を
継
ぎ
な
が
ら
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
ギ
リ
シ
ア
史
上
に
有

し
た
意
義
を
積
極
的
に
評
価
す
る
カ
ロ
リ
デ
ィ
の
立
場
と
も
類
似
す

る[ Fujinam
i 2014]

。

　
た
だ
し
、
カ
ロ
リ
デ
ィ
と
カ
ル
フ
オ
ー
ル
の
間
に
は
違
い
も
大
き

い
。
そ
れ
は
、
ギ
リ
シ
ア
世
界
の
広
が
り
の
中
で
、
小
ア
ジ
ア
と
カ

フ
カ
ー
ス
と
を
結
び
付
け
る
様
式
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
。
カ
ル
フ

オ
ー
ル
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
人
の
入
植
は
商
業
的
な
動
機
に
基
づ
い

て
お
り
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
神
話
や
文
芸
も
そ
れ
を
反
映
し
て
い

る
と
考
え
る
。「
古
代
の
コ
ロ
ン
ブ
ス
で
あ
る
イ
ア
ソ
ン
の
指
揮
の

下
、
ア
ル
ゴ
船
の
乗
組
員
た
ち
が
や
っ
て
来
た
が
、
彼
ら
は
カ
フ
カ

ー
ス
や
ア
ル
メ
ニ
ア
の
各
地
で
商
売
の
旅
を
行
な
い
、
植
民
地
を
築

き
、
町
を
建
て
た
。
ア
ル
ゴ
船
の
遠
征
と
呼
ば
れ
る
こ
の
話
は
神
話

か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
が
何
ら
か
の
歴
史
的

な
出
来
事
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
誰
も
が
認
め
る
こ
と
で
あ
る
」

と[ K
alfoglous 1908, p.10]

。
更
に
、「
ギ
リ
シ
ア
人
は
そ
の
本

性
と
し
て
商
業
や
海
運
に
適
し
て
お
り
」、「
海
岸
沿
い
に
住
む
ギ
リ

シ
ア
人
植
民
者
を
通
じ
て
、
彼
ら
は
現
地
人
と
も
関
係
を
築
き
、
現

地
人
に
自
分
た
ち
の
産
品
を
売
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
文
明
を
も

運
ん
だ
」
の
で
あ
っ
て
、
カ
ル
フ
オ
ー
ル
に
と
り
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ロ
ス
以
降
の
ギ
リ
シ
ア
世
界
の
拡
大
も
、
あ
く
ま
で
商
業
的
進
出
が

主
で
あ
っ
て
、文
明
や
宗
教
の
伝
播
は
従
な
の
だ
っ
た[ K

alfoglous 
1908, p.26]

。
カ
ル
フ
オ
ー
ル
が
、
一
八
世
紀
後
半
以
降
の
カ
フ

カ
ー
ス
の
動
向
を
記
す
に
当
た
り
着
目
す
る
の
も
、
在
地
の
鉱
山
開

発
や
、
そ
れ
に
付
随
し
た
ギ
リ
シ
ア
人
鉱
夫
の
動
態
だ
っ
た
。
中
で

も
と
り
わ
け
彼
の
関
心
を
引
く
の
は
東
ア
ナ
ト
リ
ア
、
特
に
ギ
ュ
ム

シ
ュ
ハ
ー
ネ
出
身
の
鉱
夫
ら
を
媒
介
と
し
た
、
小
ア
ジ
ア
と
カ
フ
カ

ー
ス
と
の
人
的
か
つ
経
済
的
な
紐
帯
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
紐
帯
は
、『
カ
フ
カ
ー
ス
の
ギ
リ
シ
ア
人
』
の
随
所

で
強
調
さ
れ
て
い
る
。「
今
日
の
カ
フ
カ
ー
ス
に
住
む
ギ
リ
シ
ア
人

は
、
ロ
シ
ア
臣
民
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
全
て
小
ア
ジ
ア
出
身

で
あ
る
」。「
カ
ル
ス
周
辺
の
地
域
の
ギ
リ
シ
ア
人
は
つ
い
昨
日
の
入

植
者
で
あ
り
、
そ
の
多
く
が
ト
ル
コ
に
土
地
や
財
産
や
兄
弟
姉
妹
を
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有
し
て
い
る
」。「
そ
の
性
質
に
お
い
て
も
性
格
に
お
い
て
も
行
動
に

お
い
て
も
生
活
様
式
に
お
い
て
も
、
彼
ら
と
、
そ
の
小
ア
ジ
ア
の
ギ

リ
シ
ア
人
の
同
胞
と
の
間
に
、
ど
ん
な
小
さ
な
違
い
も
見
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
」
と[ K

alfoglous 1908, pp.158–159]

。
つ
ま
り

カ
ル
フ
オ
ー
ル
の
視
線
は
、
小
ア
ジ
ア
と
カ
フ
カ
ー
ス
と
を
往
還
す

る
人
々
、
即
ち
彼
が
「
祖
国
」
を
共
に
す
る
人
々
の
生
態
と
、
そ
の

背
後
の
社
会
経
済
的
要
因
と
に
向
か
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
両
地

域
を
跨
ぐ
人
的
紐
帯
が
紡
ぎ
出
す
、
広
域
的
な
ギ
リ
シ
ア
性
が
浮
か

び
上
が
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
経
済
的
観
点
、
特
に
実
体
経
済
と
し

て
の
商
業
へ
の
関
心
は
、
実
は
既
に
『
小
ア
ジ
ア
歴
史
地
理
』
に
お

い
て
も
展
開
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。

手
引
書
と
し
て
の
歴
史
地
理

　『
小
ア
ジ
ア
歴
史
地
理
』
が
行
な
う
の
は
、
住
民
構
成
や
学
校
数
、

鉄
道
や
通
商
網
、
名
産
品
や
気
候
等
の
紹
介
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
各

州
県
の
便
覧
、
な
い
し
は
商
業
実
務
の
手
引
書
と
い
う
趣
が
強
い
。

彼
の
父
母
の
地
バ
フ
ラ
が
属
す
る
ジ
ャ
ー
ニ
ク
県
の
中
心
地
、
サ
ム

ス
ン
の
描
写
は
そ
の
典
型
と
言
え
よ
う
。

主
要
産
品
で
あ
る
煙
草
の
た
め
、
こ
こ
の
商
業
は
一
〇
年
か

ら
一
五
年
ほ
ど
前
ま
で
は
大
変
に
発
展
し
て
い
た
が
、
煙
草

へ
の
需
要
が
低
下
し
、
更
に
ア
ン
カ
ラ
鉄
道
の
建
設
に
よ
っ

て
小
麦
や
そ
の
他
の
農
作
物
が
こ
こ
を
経
由
し
な
く
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
商
業
は
大
変
に
沈
滞
し
て
い
る
。
こ
こ
は
ト
カ

ト
、
メ
ル
ズ
ィ
フ
ォ
ン
、
チ
ョ
ル
ム
、
ス
ィ
ヴ
ァ
ス
、
カ
イ

セ
リ
か
ら
の
積
み
出
し
港
と
見
做
さ
れ
、
幹
線
道
路
で
各
地

と
結
ば
れ
て
い
る
。
政
庁
、
煙
草
専
売
公
社
の
工
場
や
倉
庫
、

オ
ス
マ
ン
銀
行
、
ギ
リ
シ
ア
人
学
校Ρ

οὺμ μεκτεπ
λερὶ

や

そ
の
他
様
々
の
大
変
美
し
い
家
々
が
、
街
を
飾
り
立
て
て
い

る
。
二
万
人
ほ
ど
の
人
口
の
内
、
そ
の
三
分
の
一
が
ギ
リ
シ

ア
正
教
徒Ρ

οὺμ ὀρθόδοξος

で
あ
り
、
残
り
は
ム
ス
リ
ム
、

ア
ル
メ
ニ
ア
人
、
イ
ラ
ン
人
、
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
で
あ
る
。

黒
海
で
運
行
す
る
あ
ら
ゆ
る
汽
船
が
こ
こ
に
寄
港
す
る
た
め
、

各
社
の
代
理
店
が
置
か
れ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
諸
国

の
領
事
も
駐
在
し
て
い
る[ K

alfoglous 1899b, p.145]

。

　
こ
こ
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、『
小
ア
ジ
ア
歴
史
地
理
』
に
お
い

て
、
小
ア
ジ
ア
各
地
の
住
民
構
成
は
、
民
族
別
で
は
な
く
宗
派
別
で

記
載
さ
れ
る
。
こ
の
際
、「
ム
ス
リ
ムἸσλάμ

」
と
「
オ
ス
マ
ン
人

Ὀ
σμανλῆ

」
と
は
ほ
ぼ
等
価
で
あ
り
、
ム
ス
リ
ム
内
部
の
民
族
性

へ
の
言
及
は
非
常
に
少
な
い
。
こ
の
よ
う
な
用
法
は
、
近
世
以
来
、

特
に
非
ム
ス
リ
ム
に
お
い
て
広
く
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ

し
、「
オ
ス
マ
ン
国
民
」
の
意
味
で
オ
ス
マ
ン
人
の
語
が
用
い
ら
れ

る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
西
欧
諸
語
や
ギ
リ
シ
ア
語
の
用
法
と
は
異
な

り
、
オ
ス
マ
ン
人
ム
ス
リ
ム
を
「
ト
ル
コ
人
」
と
呼
ぶ
用
法
は
本
書

で
は
皆
無
に
近
い
。
他
方
、
近
代
の
オ
ス
マ
ン
人
ム
ス
リ
ム
は
一
般
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ギ
リ
シ
ア
東
方
の
歴
史
地
理
―
オ
ス
マ
ン
正
教
徒
の
小
ア
ジ
ア
・
カ
フ
カ
ー
ス
表
象
（
藤
波
）

に
、
自
国
の
正
教
徒
を
ロ
ー
マ
人
＝
ギ
リ
シ
ア
人Rum

と
、
ギ
リ

シ
ア
王
国
の
正
教
徒
を
イ
オ
ニ
ア
人
＝
ギ
リ
シ
ア
人Yunanlı

と

呼
び
分
け
て
い
た
が[ Strauss 2002]

、
ギ
リ
シ
ア
王
国
に
は
ほ

ぼ
一
切
言
及
さ
れ
な
い
本
書
に
お
い
て
、
イ
オ
ニ
ア
人
＝
ギ
リ
シ
ア

人Γιονανλή

は
、
ほ
ぼ
古
典
古
代
の
ギ
リ
シ
ア
人
を
指
す
場
合
に

限
定
さ
れ
た
用
法
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
カ
ル
フ
オ
ー
ル
自
身

も
含
む
小
ア
ジ
ア
の
正
教
徒
に
つ
い
て
は
、
正
教
徒Ὀ

ρθόδοξος

と
ロ
ー
マ
人
＝
ギ
リ
シ
ア
人Ρ

ούμ

と
が
、
ほ
ぼ
等
価
で
用
い
ら
れ

て
い
る
。

　
ま
た
本
書
で
は
住
民
の
使
用
言
語
は
ほ
と
ん
ど
示
さ
れ
な
い
。
明

示
的
な
言
及
は
四
例
に
過
ぎ
ず
、『
カ
フ
カ
ー
ス
の
ギ
リ
シ
ア
人
』

で
移
民
供
給
源
と
し
て
重
視
さ
れ
る
ギ
ュ
ム
シ
ュ
ハ
ー
ネ
県
の
内
、

「
レ
リ
オ
ン
の
町
に
は
二
〇
〇
〇
人
の
ギ
リ
シ
ア
人Ρ

οὺμ

が
住
ん

で
お
り
、
皆
が
ギ
リ
シ
ア
語Ρ

ούμδζα

を
話
し
て
い
る
」
と
い
う

事
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
内
の
三
回
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
の

ギ
リ
シ
ア
語
使
用
を
特
記
す
る
内
容
で
あ
る[ K

alfoglous 1899b, 
pp.113, 142–143, 146–147]

。し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
通
り
、「
ギ

リ
シ
ア
語
を
話
す
」
こ
と
が
特
記
の
対
象
と
な
る
ほ
ど
、
小
ア
ジ

ア
に
は
ト
ル
コ
語
話
者
の
正
教
徒
が
多
か
っ
た[ Anestidis 2002, 

pp.23–24]

。
こ
う
し
た
非
ギ
リ
シ
ア
語
話
者
の
多
さ
故
に
、「
ギ

リ
シ
ア
人
種
の
純
粋
性
」
を
説
く
べ
き
『
カ
フ
カ
ー
ス
の
ギ
リ
シ
ア

人
』
で
も
、
カ
ル
フ
オ
ー
ル
は
、「
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
に
は
ト
ル
コ
語

話
者
の
同
胞
が
お
り
、
ア
ル
メ
ニ
ア
に
は
ア
ル
メ
ニ
ア
語
話
者
の
同

胞
が
お
り
、
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
に
は
ク
ル
ド
語
話
者
の
同
胞
が
い
る

よ
う
に
、
ギ
リ
シ
ア
語
を
話
そ
う
と
話
す
ま
い
と
ギ
リ
シ
ア
人
で

あ
る
人
々
が
こ
こ
に
い
る
」
と
述
べ
ざ
る
を
得
な
い[ K

alfoglous 
1908, p.160]

。
カ
ロ
リ
デ
ィ
同
様
、
カ
ル
フ
オ
ー
ル
も
言
語
が
民

族
性
の
要
件
だ
と
は
考
え
な
い
が
、
そ
れ
は
、
小
ア
ジ
ア
や
カ
フ
カ

ー
ス
の
現
実
を
反
映
す
る
も
の
な
の
だ
っ
た
。

　
要
す
る
に
、
カ
ル
フ
オ
ー
ル
の
歴
史
地
理
で
重
視
さ
れ
る
の
は
政

治
で
は
な
く
経
済
で
あ
り
、
現
存
の
国
境
や
政
体
な
ど
へ
の
関
心
は

小
さ
い
。
そ
し
て
、「
ギ
リ
シ
ア
人
種
の
純
粋
性
」
と
い
う
題
目
に

も
拘
ら
ず
、
彼
の
視
線
は
、
排
他
的
で
単
線
的
な
領
域
性
に
で
は
な

く
、
跨
境
的
な
人
的
紐
帯
に
向
か
う
。
こ
う
し
た
彼
の
立
場
は
、
革

命
と
戦
争
と
が
席
巻
す
る
二
〇
世
紀
初
頭
の
一
〇
年
間
を
経
て
も
変

わ
ら
な
か
っ
た
。

四
、「
破
局
」
に
向
か
っ
て

革
命
と
戦
争

　
一
九
〇
五
年
以
降
、
小
ア
ジ
ア
も
カ
フ
カ
ー
ス
も
、
第
一
次
世
界

大
戦
と
そ
れ
に
続
く
ロ
シ
ア
内
戦
及
び
ト
ル
コ
・
ギ
リ
シ
ア
戦
争
に

至
る
ま
で
、革
命
と
戦
争
の
激
動
の
時
代
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
る
。

本
稿
の
三
人
の
主
人
公
の
運
命
も
ま
た
そ
の
議
論
も
、
こ
れ
ら
の
出
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史
苑
（
第
七
四
巻
第
二
号
）

来
事
に
少
な
か
ら
ず
翻
弄
さ
れ
て
い
く
。

　
一
八
七
六
年
制
定
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
憲
法
は
、
翌
年
に
勃
発
し

た
露
土
戦
争
に
際
し
て
事
実
上
凍
結
さ
れ
、
以
後
三
〇
年
の
君
主

専
制
の
時
代
が
続
い
た
。
こ
れ
を
復
活
さ
せ
る
べ
く
、
統
一
進
歩

協
会
（
以
下
「
統
一
派
」）
を
中
心
に
展
開
し
た
革
命
運
動
の
結
果
、

一
九
〇
八
年
の
青
年
ト
ル
コ
革
命
を
経
て
、
第
二
次
立
憲
政
が
実
現

す
る
。
こ
れ
を
受
け
て
カ
ロ
リ
デ
ィ
は
、
縁
故
の
深
い
イ
ズ
ミ
ル
の

街
か
ら
立
候
補
し
、
代
議
院
議
員
と
し
て
オ
ス
マ
ン
政
界
に
参
画
し

た
。
彼
は
こ
の
後
、
一
貫
し
て
統
一
派
支
持
の
立
場
を
守
る
が
、
そ

れ
は
、「
汎
ス
ラ
ヴ
主
義
」
の
脅
威
か
ら
正
教
会
の
一
体
性
を
護
る

に
は
、
統
一
派
と
の
協
調
こ
そ
が
唯
一
の
道
と
思
わ
れ
た
た
め
だ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
ス
キ
ャ
リ
エ
リ
は
、
多
民
族
多
宗
教
的
な
「
東
方

連
邦
」
論
を
掲
げ
な
が
ら
も
、
実
際
は
反
「
汎
ス
ラ
ヴ
主
義
」
の
文

脈
で
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
と
抗
争
し
て
い
た
ギ
リ
シ
ア
人
の
政
治
結
社
、

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
機
構
（
以
下
、「
機
構
」）
に
属
し
、
分

権
論
の
主
唱
者
た
る
反
統
一
派
の
領
袖
、
サ
バ
ハ
ッ
テ
ィ
ン
と
の
個

人
的
友
誼
か
ら
、
ム
ス
リ
ム
の
反
統
一
派
勢
力
と
「
機
構
」
周
辺
の

ギ
リ
シ
ア
人
と
を
結
び
付
け
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
こ
う
し
た

中
、
親
オ
ス
マ
ン
的
な
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
を
尊
重
す
る
カ
ロ
リ
デ
ィ

に
対
し
、
ス
キ
ャ
リ
エ
リ
は
次
第
に
世
俗
的
な
ギ
リ
シ
ア
民
族
主
義

に
傾
斜
し
て
い
く
。
一
九
一
〇
年
、
ク
レ
タ
出
身
の
ヴ
ェ
ニ
ゼ
ロ
ス

が
ギ
リ
シ
ア
首
相
に
就
任
す
る
と
、
彼
は
、
ス
ラ
ヴ
諸
国
と
の
関
係

改
善
を
通
じ
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
へ
の
武
力
侵
攻
、
そ
し
て
そ
れ
を
通

じ
た
領
土
拡
張
策
に
舵
を
切
る
。
カ
ロ
リ
デ
ィ
は
こ
れ
に
反
対
し
た

が
、
ス
キ
ャ
リ
エ
リ
の
属
す
る
「
機
構
」
は
こ
れ
に
呼
応
し
て
、
反

統
一
派
の
立
場
で
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
と
の
「
和
解
」
へ
と
態
度
を
転
換

し
た
。
こ
う
し
て
実
現
し
た
バ
ル
カ
ン
同
盟
と
の
間
で
行
な
わ
れ
た

一
九
一
二
年
の
戦
争
に
よ
っ
て
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
そ
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
領
を
ほ
ぼ
失
う
と
、
ギ
リ
シ
ア
王
国
は
、
そ
の
東
南
部
を
占
領
し

て
自
領
に
組
み
込
ん
だ
。

　
引
き
続
く
第
一
次
大
戦
で
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
ロ
シ
ア
及
び
ギ
リ

シ
ア
と
再
び
敵
対
し
た
が
、
そ
の
末
期
、
一
九
一
七
年
の
二
度
に
わ

た
る
ロ
シ
ア
革
命
は
、
そ
れ
に
乗
じ
た
オ
ス
マ
ン
軍
の
カ
フ
カ
ー
ス

進
出
と
も
相
俟
っ
て
、
在
地
の
友
敵
関
係
を
流
動
化
さ
せ
た
。
小

ア
ジ
ア
東
部
か
ら
カ
フ
カ
ー
ス
、
そ
し
て
南
ロ
シ
ア
に
至
る
地
域

は
、
権
力
の
空
白
の
中
、
赤
軍
と
白
軍
、
オ
ス
マ
ン
軍
と
ド
イ
ツ
軍

に
加
え
、
在
地
諸
民
族
が
相
争
う
戦
場
と
化
す
。
こ
の
間
、
カ
フ
カ

ー
ス
屈
指
の
貿
易
港
で
あ
る
バ
ト
ゥ
ー
ム
は
、
諸
勢
力
の
角
逐
の
場

と
な
っ
た
。
一
八
七
八
年
の
ベ
ル
リ
ン
条
約
に
よ
る
失
地
で
あ
る
同

県
を
一
九
一
八
年
三
月
の
ブ
レ
ス
ト
・
リ
ト
フ
ス
ク
条
約
で
回
復
し

た
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
、
同
年
四
月
に
バ
ト
ゥ
ー
ム
を
制
圧
し
た
が
、

ま
も
な
く
大
戦
終
結
に
よ
り
再
度
撤
退
す
る[ R

eynolds 2011, 
Chapters 6–8]

。
以
後
、
二
二
年
末
に
ソ
連
の
結
成
主
体
た
る
ザ

カ
フ
カ
ー
ス
・
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
社
会
主
義
共
和
国
の
構
成
国
と
し
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カ
ー
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象
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て
の
グ
ル
ジ
ア
の
領
土
に
残
さ
れ
る
ま
で
、
こ
の
街
の
帰
趨
は
国
際

政
治
の
争
点
で
あ
り
続
け
た
。
こ
う
し
た
中
、
ロ
シ
ア
の
新
体
制
を

見
据
え
、
一
九
一
七
年
五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
テ
ィ
フ
リ
ス
及

び
バ
ト
ゥ
ー
ム
の
ギ
リ
シ
ア
人
の
主
唱
に
よ
り
、
ア
ゾ
フ
海
岸
ド
ン

河
口
の
タ
ガ
ン
ロ
グ
で
開
催
さ
れ
た
の
が
、「
全
ギ
リ
シ
ア
人
大
会
」

だ
っ
た
。
バ
ト
ゥ
ー
ム
代
表
の
カ
ル
フ
オ
ー
ル
は
、
こ
の
際
に
主
導

的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
だ
が
、
ロ
シ
ア
、
特
に
カ
フ
カ
ー
ス
の
ギ
リ
シ
ア
人
を
取
り
巻
く

環
境
は
悪
化
の
一
途
を
辿
っ
た
。「
戦
勝
国
」
に
属
し
た
ギ
リ
シ
ア

軍
が
、
講
和
会
議
に
向
け
た
得
点
稼
ぎ
の
た
め
に
、
反
革
命
干
渉
の

一
環
と
し
て
オ
デ
ッ
サ
に
進
駐
し
、
し
か
し
ま
も
な
く
ボ
リ
シ
ェ
ヴ

ィ
キ
の
反
攻
の
前
に
撤
収
す
る
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
現
地
ギ
リ
シ
ア

人
も
逃
亡
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
他
方
、
積
年
の
メ
ガ
リ
・
イ
デ
ア

の
夢
を
実
現
す
べ
く
、
ギ
リ
シ
ア
軍
は
一
九
一
九
年
五
月
に
イ
ズ
ミ

ル
に
進
駐
す
る
が
、
こ
れ
は
ム
ス
リ
ム
の
強
い
反
発
を
呼
び
、
以
後

一
九
二
二
年
ま
で
続
く
ト
ル
コ
・
ギ
リ
シ
ア
戦
争
の
幕
開
け
と
な
る
。

そ
し
て
カ
フ
カ
ー
ス
で
も
、
新
た
に
誕
生
し
た
グ
ル
ジ
ア
、
ア
ル
メ

ニ
ア
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
い
う
在
地
の
民
族
国
家
に
ロ
シ
ア
人

や
ト
ル
コ
人
が
絡
む
離
合
集
散
が
続
く
中
、
徐
々
に
民
族
性
に
基
づ

く
友
敵
関
係
が
前
景
化
す
る
よ
う
に
な
り
、
在
地
の
ギ
リ
シ
ア
人
も

ま
た
、
自
ら
の
利
益
確
保
の
必
要
に
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
ア
ナ
ト
リ
ア
の
黒
海
沿
岸
か
ら
南
カ
フ
カ
ー
ス
に
至
る
地
域
に
、

ギ
リ
シ
ア
人
の
民
族
自
決
の
形
で
「
ポ
ン
ト
ス
共
和
国
」
を
築
く
案

が
浮
上
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
文
脈
に
お
い
て
だ
っ
た
。
だ
が
在
地

の
ギ
リ
シ
ア
人
人
口
の
少
な
さ
も
あ
っ
て
、
英
仏
の
み
な
ら
ず
、
ギ

リ
シ
ア
王
国
政
府
に
す
ら
こ
の
案
は
真
剣
に
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た

し
、
し
か
も
こ
れ
は
、
グ
ル
ジ
ア
や
ア
ル
メ
ニ
ア
と
い
う
在
地
民
族

の
自
決
の
動
き
と
も
衝
突
す
る
も
の
だ
っ
た
。
結
局
、
一
九
二
〇
年

末
に
至
り
、
ト
ル
コ
・
ギ
リ
シ
ア
戦
争
を
指
導
し
て
い
た
ア
ン
カ
ラ

の
大
国
民
議
会
政
府
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
と
が
カ
フ
カ
ー
ス
三

国
を
挟
撃
す
る
形
で
勢
力
画
定
を
行
な
う
と
、
孤
立
し
た
「
ポ
ン
ト

ス
共
和
国
」
運
動
は
翌
年
に
解
体
し
た[ Alexandris 1980]

。
し

か
も
二
二
年
秋
の
ト
ル
コ
・
ギ
リ
シ
ア
戦
争
の
最
終
的
敗
北
に
よ
り
、

小
ア
ジ
ア
へ
の
ギ
リ
シ
ア
の
領
土
拡
張
の
夢
が
断
た
れ
る
と
、
そ
の

翌
年
に
は
ト
ル
コ
・
ギ
リ
シ
ア
両
国
の
合
意
の
下
に
住
民
交
換
が
行

な
わ
れ
、
小
ア
ジ
ア
の
正
教
徒
は
、「
祖
国
」
小
ア
ジ
ア
か
ら
切
り

離
さ
れ
て
、
そ
の
多
く
の
者
に
と
っ
て
は
異
郷
に
他
な
ら
な
い
ギ
リ

シ
ア
に
、
難
民
と
し
て
送
り
込
ま
れ
る
命
運
を
辿
っ
た
。

　
こ
う
し
た
政
情
の
下
、
カ
ル
フ
オ
ー
ル
と
ス
キ
ャ
リ
エ
リ
は
各
々

の
望
む
歴
史
地
理
像
を
描
い
て
い
た
。

『
バ
ト
ゥ
ー
ム
の
ギ
リ
シ
ア
人
共
同
体
の
歴
史
』

　
十
月
革
命
後
の
一
九
一
七
年
末
に
執
筆
さ
れ
た
本
書
で
、
カ
ル
フ

オ
ー
ル
は
オ
ス
マ
ン
権
力
に
極
め
て
好
意
的
な
評
価
を
下
し
て
い
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る
。
特
に
タ
ン
ズ
ィ
マ
ー
ト
は
、
従
来
、「
国
家
の
中
の
国
家
を
形

成
し
て
い
た
封
建
領
主
の
ベ
イ
た
ちτιμαριούχω

ν μπ
έηδω

ν

の

恣
意
を
罰
し
よ
う
と
す
る
、ト
ル
コ
政
府
の
初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
」

と
見
做
さ
れ
、
当
時
バ
ト
ゥ
ー
ム
市
が
属
し
て
い
た
ト
ラ
ブ
ゾ
ン
州

の
歴
代
の
総
督
も
、
タ
ン
ズ
ィ
マ
ー
ト
が
約
束
し
た
、
法
の
前
の
平

等
や
信
教
の
自
由
の
実
現
の
た
め
に
心
を
砕
い
た
、「
自
由
主
義
で

知
ら
れ
」る「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
流
の
熟
慮
の
人
々
」だ
っ
た
と
称
賛
さ
れ
、

ギ
リ
シ
ア
人
、
特
に
バ
ト
ゥ
ー
ム
在
住
の
人
々
も
、
彼
ら
と
良
好
な

関
係
を
結
ん
で
い
た
と
さ
れ
る[ K

alfoglous 1918, pp.7–10]

。

　
こ
れ
を
オ
ス
マ
ン
権
力
に
対
す
る
保
険
と
見
做
す
こ
と
は
当
然
可

能
だ
ろ
う
。
だ
が
本
書
の
筆
致
は
そ
れ
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
。

ロ
シ
ア
治
下
で
書
か
れ
た
前
作
で
も
、
ま
た
、「
全
ギ
リ
シ
ア
人
大

会
」
を
経
て
書
か
れ
た
本
作
で
も
、
世
界
総
主
教
座
が
一
貫
し
て
重

要
な
行
為
主
体
で
あ
る
の
に
対
し
、
ロ
シ
ア
や
ギ
リ
シ
ア
の
政
治
権

力
は
ほ
と
ん
ど
登
場
す
ら
し
な
い
。
本
書
で
カ
ル
フ
オ
ー
ル
の
関
心

は
、「
定
住
し
た
ギ
リ
シ
ア
人Ρ

ω
μαῖοι

は
熱
心
に
商
売
を
し
た
の

で
、
彼
ら
の
生
活
は
安
定
し
財
産
も
蓄
え
ら
れ
る
よ
う
に
」
な
り
、

そ
の
た
め
に
バ
ト
ゥ
ー
ム
に
は
、「
故
郷
か
ら
家
族
を
連
れ
た
者
に

よ
っ
て
、
徐
々
に
小
さ
な
共
同
体
が
築
か
れ
」
た
と
い
う
、
こ
の
街

の
ギ
リ
シ
ア
人
共
同
体
の
由
緒
に
こ
そ
置
か
れ
て
い
た
。
実
際
、
そ

の
言
語
や
内
容
の
点
で
、
本
書
の
想
定
読
者
が
バ
ト
ゥ
ー
ム
在
住
の

ギ
リ
シ
ア
人
な
の
は
明
ら
か
だ
が
、
そ
の
彼
ら
は
小
ア
ジ
ア
、
特
に

そ
の
東
北
部
に
縁
戚
を
持
ち
、
ト
ル
コ
語
を
解
し
、
商
業
に
従
事
す

る
人
々
で
あ
る
こ
と
が
暗
黙
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
本

書
で
は
こ
れ
ら
同
胞
の
ギ
リ
シ
ア
人
を
ロ
ー
マ
人
＝
ギ
リ
シ
ア
人

Ρ
ω

μαίους

と
呼
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
、
当
時
ト
ル
コ
政
府
や
ト

ル
コ
人
が
こ
の
人
々
を
ロ
ー
マ
人
＝
ギ
リ
シ
ア
人Ρ

ούμ

と
呼
ん
で

い
た
か
ら
で
あ
り
、
公
的
な
書
物
で
も
そ
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
ト
ル
コ
支
配
期Τουρκοκρατίας

の
バ
ト
ゥ
ー

ム
の
同
胞
の
名
望
家
や
資
産
家
は
、
行
政
評
議
会μεδζλίσι ἰταρὲ

に
加
わ
っ
て
そ
の
一
員
と
し
て
行
政
に
関
与
し
て
お
り
、
そ
れ
故
に

政
府
高
官
や
強
力
な
ベ
イ
た
ち
と
も
関
係
を
持
っ
て
い
た
」
と
も
記

さ
れ
る[ K

alfoglous 1918, pp.12–13]

。

　
つ
ま
り
、
社
会
経
済
的
な
基
盤
を
踏
ま
え
た
人
的
紐
帯
を
重
視
す

る
カ
ル
フ
オ
ー
ル
の
立
場
に
変
化
は
な
く
、
カ
フ
カ
ー
ス
へ
の
移
民

供
給
源
た
る
「
祖
国
」
小
ア
ジ
ア
と
の
繋
が
り
故
に
、
オ
ス
マ
ン
権

力
に
対
し
て
彼
が
有
す
る
現
実
的
な
認
識
が
結
果
的
に
際
立
つ
の
だ

っ
た
。
現
行
の
オ
ス
マ
ン
行
政
区
画
が
議
論
の
前
提
と
な
り
大
宰
相

府
と
在
地
の
封
建
領
主
と
が
峻
別
さ
れ
る
の
も
、
ま
た
、
正
教
会
の

管
区
は
必
ず
明
記
さ
れ
る
一
方
で
ス
ラ
ヴ
系
諸
民
族
に
よ
る
正
教
会

支
配
へ
の
危
惧
が
余
り
見
ら
れ
な
い
の
も
、
各
権
力
へ
の
忠
誠
心
如

何
と
い
っ
た
問
題
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
自
ら
が
直
接
間
接
に
縁
を

持
つ
人
々
の
結
合
、
そ
し
て
そ
の
背
景
に
あ
る
社
会
経
済
的
基
盤
へ

の
関
心
が
卓
越
し
た
こ
と
の
帰
結
な
の
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
従
っ
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て
、
例
え
ば
カ
ロ
リ
デ
ィ
の
よ
う
に
、
ギ
リ
シ
ア
世
界
の
文
明
論
的

な
広
が
り
を
そ
の
総
体
と
し
て
論
じ
、
し
か
も
そ
れ
に
適
し
た
政
体

像
を
提
起
す
る
な
ど
と
い
う
目
的
は
、
カ
ル
フ
オ
ー
ル
に
は
希
薄
だ

っ
た
。
例
え
、『
小
ア
ジ
ア
歴
史
地
理
』
と
は
異
な
っ
て
、
カ
フ
カ

ー
ス
も
の
二
作
で
は
も
は
や
「
オ
ス
マ
ン
人
」
は
登
場
せ
ず
、
歴
史

の
主
体
と
し
て
現
れ
る
の
は
「
ト
ル
コ
人Τούρκοι

」
に
変
わ
り
、

そ
れ
に
伴
っ
て
オ
ス
マ
ン
時
代
も
「
ト
ル
コ
支
配
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
叙
述
対
象
と
な
る
地
域
が
「
祖
国
」
小
ア

ジ
ア
と
カ
フ
カ
ー
ス
と
を
往
還
す
る
カ
ル
フ
オ
ー
ル
に
お
い
て
、「
ト

ル
コ
支
配
」
概
念
は
、
単
線
的
な
「
ギ
リ
シ
ア
史
」
の
中
で
、
中
世

ビ
ザ
ン
ツ
と
近
代
ギ
リ
シ
ア
と
の
間
に
挟
ま
れ
る
「
暗
黒
時
代
」
と

し
て
の
用
法
と
同
一
で
は
な
か
っ
た
。

　
で
は
、
こ
れ
と
同
時
期
に
ス
キ
ャ
リ
エ
リ
が
描
い
た
歴
史
地
理
は

如
何
な
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
統
計
戦
争
」

　「
ポ
ン
ト
ス
共
和
国
」
運
動
を
通
じ
て
の
障
害
が
、
在
地
の
ギ
リ

シ
ア
人
の
少
な
さ
だ
っ
た
が
、
正
に
そ
れ
故
に
こ
の
間
、
小
ア
ジ
ア

の
ギ
リ
シ
ア
人
口
を
多
く
見
せ
よ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
種
の
民
族
分
布
の
操
作
は
、
一
般
に
「
統
計
戦
争
」
と
し

て
知
ら
れ
る
。
一
九
世
紀
後
半
、
西
欧
列
強
の
使
嗾
の
下
、
オ
ス
マ

ン
帝
国
か
ら
の
分
離
独
立
を
図
る
人
々
は
、
現
地
の
住
民
構
成
に
お

け
る
自
民
族
の
多
数
性
を
そ
の
論
拠
の
一
つ
と
し
た
が
、
一
九
〇
三

年
以
降
、「
マ
ケ
ド
ニ
ア
問
題
」
と
呼
ば
れ
る
ギ
リ
シ
ア
と
ブ
ル
ガ

リ
ア
と
の
間
の
領
土
争
い
が
激
化
す
る
と
、
こ
の
双
方
が
自
ら
に
都

合
の
良
い
統
計
を
捏
造
す
る
中
で
、「
統
計
戦
争
」
の
手
法
は
更
に

発
展
す
る
。
こ
の
経
験
を
踏
ま
え
、
大
戦
中
に
は
、
人
口
工
学
の
観

点
か
ら
ア
ナ
ト
リ
ア
を
ム
ス
リ
ム
・
ト
ル
コ
化
し
、
も
っ
て
更
な
る

領
土
喪
失
を
防
ご
う
と
す
る
試
み
が
、
統
一
派
政
府
周
辺
で
進
め
ら

れ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
ア
ル
メ
ニ
ア
人
虐
殺
」
は
そ
の
帰
結
だ
が
、
ギ

リ
シ
ア
人
も
ま
た
、
こ
の
際
に
迫
害
対
象
と
な
っ
て
い
た[ D

ündar 
2008]

。
そ
し
て
大
戦
終
結
後
、
民
族
自
決
の
教
義
が
広
ま
る
中
、

オ
ス
マ
ン
領
へ
の
そ
の
適
用
を
睨
ん
で
、
統
計
戦
争
の
舞
台
は
更
に

拡
大
す
る
。

　
こ
こ
で
は
、「
ポ
ン
ト
ス
共
和
国
」
の
主
要
部
と
目
さ
れ
た
、
ス

ィ
ヴ
ァ
ス
州
と
ト
ラ
ブ
ゾ
ン
州
と
を
例
に
取
っ
て
み
よ
う
。
次
頁
の

表
を
見
れ
ば
、
オ
ス
マ
ン
統
計
と
ギ
リ
シ
ア
側
統
計
と
の
差
は
一
目

瞭
然
で
あ
る
。
し
か
も
、こ
こ
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
数
値
と
し
て
、

一
九
二
〇
年
刊
行
の
ポ
ン
ト
ス
独
立
を
訴
え
る
小
冊
子
で
は
、
ス
ィ

ヴ
ァ
ス
・
ト
ラ
ブ
ゾ
ン
両
州
に
ス
ィ
ノ
プ
・
ジ
ャ
ー
ニ
ク
両
県
を

足
し
た
領
域
に
つ
い
て
、「
ギ
リ
シ
ア
人
生
ま
れ
の
ム
ス
リ
ム
」
が

九
万
四
〇
〇
〇
人
、「
隠
れ
キ
リ
ス
ト
教
徒
」
が
八
万
五
〇
〇
〇
人

計
上
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
足
す
こ
と
で
ギ
リ
シ
ア
人
の
総
数
は
更

に
膨
れ
上
が
る
。
ま
た
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
水
増
し
も
さ
る
こ
と
な
が
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ら
、
目
を
惹
く
の
は
「
ト
ル
コ
人
」
の
少
な
さ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

オ
ス
マ
ン
統
計
に
お
け
る
「
ム
ス
リ
ム
」
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
「
非
ト

ル
コ
系
」
住
民
を
抜
き
取
り
、
で
き
る
限
り
「
ト
ル
コ
人
」
を
減
ら

す
統
計
操
作
に
よ
っ
て
実
現
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
あ
る
べ
き
「
正
し
い
」
在
地
の
民
族
分
布
を
提
示

す
る
作
業
は
、
そ
れ
が
位
置
付
け
ら
れ
る
一
定
の
時
空
間
設
定
を
必

要
と
す
る
。
ス
キ
ャ
リ
エ
リ
の
議
論
は
、
正
に
そ
の
た
め
の
営
為
だ

っ
た
。

『
小
ア
ジ
ア
の
諸
民
族
諸
人
種
』

　
本
書
は
一
九
二
二
年
六
月
、「
ポ
ン
ト
ス
共
和
国
」運
動
も
崩
壊
し
、

小
ア
ジ
ア
侵
攻
中
の
ギ
リ
シ
ア
軍
も
守
勢
に
立
た
さ
れ
て
久
し
い
段

階
で
、
そ
れ
に
逆
ら
う
が
如
く
に
、
小
ア
ジ
ア
は
何
ら
ト
ル
コ
人
の

地
で
は
な
く
、
故
に
小
ア
ジ
ア
は
ト
ル
コ
の
領
土
と
さ
れ
る
べ
き
で

な
い
こ
と
を
説
く
た
め
に
刊
行
さ
れ
た
。

　
例
え
ば
ト
ラ
ブ
ゾ
ン
州
に
つ
い
て
彼
は
次
の
よ
う
に
論
じ

る
。「
一
八
八
八
年
の
ト
ル
コ
統
計
に
よ
れ
ば
、
ギ
リ
シ
ア
人
は

一
九
万
三
〇
〇
〇
人
に
達
す
る
。
毎
年
、
住
民
百
人
当
た
り
二
人
の

増
加
が
あ
る
の
で
、
二
六
年
後
、
即
ち
一
九
一
四
年
に
は
、
こ
の
数

は
三
二
万
二
八
八
九
人
に
増
加
す
る
。
だ
が
、
一
九
万
三
〇
〇
〇
人

と
い
う
住
民
数
は
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
？
勿
論
そ
う
で
は
な
い
。
そ

れ
は
、
ト
ル
コ
統
計
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
数
を
基
に
正
し

内、アマスヤ県 内、ジャーニク県

ギリシア人 28,897 298,183 118,145

内、アマスヤ県

ギリシア人 75,324 24,950 161,574 98,739
ムスリム 939,735 178,639 921,128 265,950

内、アマスヤ県

ギリシア人 154,000 55,500
トルコ人及びタタール人 216,000 119,000
ラズ人 1,000 500
クルド人 33,500 15,000
クズルバシュ 47,500 28,000
チェルケス人 32,000 24,000

1922年スキャリエリ『小アジアの
諸民族諸人種』

[Scalieris 1922, pp.45-50]
ギリシア人 180,000
トルコ人 150,433
ラズ人
サニ人
メソハルディニ人
コルキス人（ミングレリア人） 60,000
イベリア人（グルジア人）
タタール人 20,000
クズルバシュ 279,834
ユリュック 86,000
トルコマン人 15,000
アフシャール人 25,000
チェルケス人及びアブハズ人 70,000

1910-12年世界総主教座統計
[Alexandris 1999, p.64]

スィヴァス州 トラブゾン州

1914年オスマン統計
[Karpat 1985, pp.178–184]

トラブゾン州 ジャーニク県

トラブゾン州＋ジャーニク県
スィヴァス州

スィヴァス州

1920年「ポントス共和国」統計
[Economides 1920, pp.46–47]

92,000

523,000
116,000
220,000
40,000
13,000

79,000

スィヴァス州

80,000
50,000
55,000

トラブゾン州（含ジャーニク県）

404,633
188,521
120,000
180,000



－  84  －－  85  －

ギ
リ
シ
ア
東
方
の
歴
史
地
理
―
オ
ス
マ
ン
正
教
徒
の
小
ア
ジ
ア
・
カ
フ
カ
ー
ス
表
象
（
藤
波
）

い
数
字
を
得
る
た
め
に
は
、
元
の
数
の
三
分
の
一
だ
け
増
加
さ
せ

る
べ
き
と
い
う
ル
ド
ヴ
ィ
キ
・
ド
・
コ
ン
テ
ン
ソ
ン
の
法
則
が
示

す
通
り
で
あ
る
。
従
っ
て
、
一
八
八
八
年
の
ギ
リ
シ
ア
人
住
民
は

二
五
万
七
三
三
三
人
と
な
り
、
一
九
一
四
年
に
は
四
三
万
四
一
八
人

に
増
え
る
こ
と
に
な
る
」
と
。
こ
こ
で
引
用
さ
れ
る
コ
ン
テ
ン
ソ
ン

の
著
作
は
、
反
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
立
場
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
民
族

構
成
を
論
じ
た
先
駆
作
で
あ
る
が[ Contenson 1901]

、
こ
う
し

て
西
欧
学
知
に
依
拠
す
る
姿
勢
を
示
し
な
が
ら
「
ギ
リ
シ
ア
人
」
の

数
を
水
増
し
し
た
上
で
、
次
に
ス
キ
ャ
リ
エ
リ
が
試
み
る
の
が
、「
ム

ス
リ
ム
」
の
解
体
だ
っ
た
。
彼
は
、
ト
ラ
ブ
ゾ
ン
州
の
ム
ス
リ
ム
を

七
つ
の
民
族
に
分
類
し
て
、
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
人
の
数
を
で
き
る

限
り
少
な
く
見
積
も
る
。
そ
し
て
そ
の
作
業
を
通
じ
、
新
た
な
史
観

が
紡
ぎ
出
さ
れ
た
。

　
例
え
ば
、「
コ
ル
キ
ス
人
（
ミ
ン
グ
レ
リ
ア
人
）
は
ギ
リ
シ
ア
起
源
、

な
い
し
は
先
ギ
リ
シ
ア
人
で
あ
り
」、
そ
の
大
部
分
は
今
も
父
祖
の

地
で
あ
る
カ
フ
カ
ー
ス
の
コ
ル
キ
ス
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、「
ロ
シ

ア
の
軛
を
逃
れ
チ
ェ
ル
ケ
ス
人
や
ア
ブ
ハ
ズ
人
と
共
に
そ
の
縁
戚
の

地
、
即
ち
小
ア
ジ
ア
に
移
住
し
た
」。「
フ
リ
ギ
ア
＝
ペ
ラ
ス
ギ
人
種

に
属
す
る
ラ
ズ
人
は
コ
ル
キ
ス
人
の
縁
戚
で
あ
り
、
ギ
リ
シ
ア
民
族

の
偉
大
な
闘
争
に
も
加
わ
っ
た
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
比
類
な
き
共
闘
者

だ
っ
た
」
が
、学
校
や
組
織
を
欠
い
た
た
め
に
イ
ス
ラ
ー
ム
化
し
た
。

「
ト
ラ
ブ
ゾ
ン
州
の
ラ
ズ
人
は
、ジ
ャ
ー
ニ
ク
県（
ラ
ー
ズ
ィ
ス
タ
ン
）

の
ム
ス
リ
ム
住
民
の
大
部
分
を
成
し
て
」
い
る
が
、「
自
ら
の
ギ
リ

シ
ア
起
源
に
つ
い
て
強
い
記
憶
を
持
ち
、
眠
っ
た
ギ
リ
シ
ア
民
族
意

識
を
有
し
て
い
る
」。
ま
た
、「
ロ
シ
ア
の
イ
ベ
リ
ア
（
グ
ル
ジ
ア
）

征
服
後
に
や
っ
て
来
た
イ
ベ
リ
ア
人
（
グ
ル
ジ
ア
人
）
は
、
彼
ら
を

強
制
改
宗
さ
せ
た
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
人
と
は
何
の
共
通
点
も
持
っ

て
い
な
い
」。
そ
し
て
当
の
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
人
は
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
都
市
部
の
役
人
に
過
ぎ
な
い
と
。
こ
う
し
た
塩
梅
に
、「
ム

ス
リ
ム
」
か
ら
多
く
の
非
ト
ル
コ
系
民
族
が
括
り
出
さ
れ
、
し
か
も

そ
の
多
く
が
実
は
ギ
リ
シ
ア
起
源
だ
っ
た
り
ギ
リ
シ
ア
意
識
を
持
っ

て
い
た
り
し
、
そ
う
し
た
彼
ら
は
、
顕
在
的
に
で
あ
れ
潜
在
的
に
で

あ
れ
、
強
い
反
ト
ル
コ
感
情
を
有
し
て
い
る
の
だ
と
さ
れ
た
。
そ
の

上
で
結
論
的
に
ス
キ
ャ
リ
エ
リ
は
、「
こ
の
地
の
ギ
リ
シ
ア
性
は
何

世
紀
も
変
わ
る
こ
と
な
く
存
続
し
た
。
最
古
の
ギ
リ
シ
ア
都
市
は
、

ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
や
ア
ッ
テ
ィ
カ
や
ド
ー
リ
ス
に
で
は
な
く
、
カ
フ
カ

ー
ス
の
峡
谷
や
黒
海
の
ア
ナ
ト
リ
ア
沿
岸
に
見
出
さ
れ
る
」
と
指
摘

し
、こ
の
点
は
、「
誰
よ
り
も
反
ギ
リ
シ
ア
的
な
フ
ァ
ル
メ
ラ
イ
ア
ー
」

で
す
ら
認
め
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
も
付
け
加
え
て
い
る[ Scalieri 

1922, pp.172–187] （
１
）。

　
本
書
で
は
こ
の
よ
う
な
議
論
が
小
ア
ジ
ア
の
各
州
県
に
つ
い
て
繰

り
返
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
ス
キ
ャ
リ
エ
リ
は
、
オ
ス
マ
ン
統
計
を
一

応
の
出
発
点
と
し
つ
つ
、
西
欧
人
の
著
作
を
散
り
ば
め
る
こ
と
で
自

ら
の
記
述
の
「
学
術
性
」
を
誇
示
し
な
が
ら
、
小
ア
ジ
ア
の
非
ト
ル
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コ
性
を
論
ず
る
こ
と
に
余
念
が
な
か
っ
た
。
彼
が
オ
ス
マ
ン
行
政
区

画
を
用
い
る
の
は
、
単
に
既
存
の
統
計
を
活
用
す
る
た
め
と
い
う
消

極
的
な
理
由
の
故
に
過
ぎ
ず
、
そ
こ
に
は
何
ら
積
極
的
な
意
義
は
存

在
し
な
い
。
勿
論
、
ラ
ズ
や
チ
ェ
ル
ケ
ス
や
ア
ブ
ハ
ズ
や
グ
ル
ジ
ア

が
ト
ル
コ
と
は
異
な
る
民
族
だ
と
さ
れ
る
こ
と
自
体
は
異
と
す
る
に

足
り
な
い
。
だ
が
問
題
は
、
ス
キ
ャ
リ
エ
リ
が
小
ア
ジ
ア
の
非
ト
ル

コ
性
を
説
く
の
み
で
は
飽
き
足
ら
ず
、
ま
ず
は
「
ム
ス
リ
ム
」
か
ら

離
脱
さ
せ
た
こ
の
種
の
人
々
に
つ
き
、
更
に
そ
の
「
ギ
リ
シ
ア
起

源
」
を
持
ち
出
す
こ
と
で
、
小
ア
ジ
ア
の
ギ
リ
シ
ア
性
を
示
す
手
段

と
し
て
彼
ら
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
も
そ
の
作
業
は
同

時
に
、
小
ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず
彼
ら
の
故
地
た
る
カ
フ
カ
ー
ス
を
も

視
野
に
入
れ
、
こ
の
両
地
域
が
共
に
古
代
以
来
の
ギ
リ
シ
ア
の
地
で

あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
も
な
っ
た
。
小
ア
ジ
ア
の
範
囲
自
体
に
つ

い
て
は
、
ス
キ
ャ
リ
エ
リ
も
こ
れ
ま
で
の
二
人
と
ほ
ぼ
同
じ
領
域
を

想
定
し
た
上
で
、「
こ
れ
は
地
理
的
に
の
み
な
ら
ず
歴
史
的
あ
る
い

は
民
族
誌
的
な
観
点
か
ら
見
て
も
正
し
い
範
囲
で
あ
る
。
と
い
う
の

は
、
こ
う
し
て
画
定
さ
れ
る
領
域
は
、
歴
史
的
に
ア
ジ
ア
領
ギ
リ
シ

ア
を
形
成
し
て
お
り
、
そ
の
内
部
に
は
古
代
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
先
祖

た
る
完
全
に
純
粋
な
ア
ー
リ
ア
諸
民
族
が
住
ん
で
い
た
か
ら
で
あ

る
」
と
、
カ
ロ
リ
デ
ィ
の
ス
ト
ラ
ボ
ン
註
釈
を
引
き
つ
つ
説
い
て
い

る[ Scalieri 1922, p.9]

。
こ
の
よ
う
に
ス
キ
ャ
リ
エ
リ
も
、
小

ア
ジ
ア
と
カ
フ
カ
ー
ス
と
の
結
び
付
き
を
、
よ
り
広
い
ギ
リ
シ
ア
世

界
の
一
部
分
に
位
置
付
け
る
。

「
我
ら
が
東
方
」

　
だ
が
、
歴
史
を
持
ち
出
す
点
で
同
様
に
映
っ
て
も
、
ス
キ
ャ
リ
エ

リ
の
議
論
は
、
カ
ロ
リ
デ
ィ
の
そ
れ
と
は
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
っ

た
。
カ
ロ
リ
デ
ィ
は
人
種
で
は
な
く
民
族
を
重
視
し
、
そ
の
民
族
を

形
作
る
要
件
は
言
語
で
は
な
く
宗
教
だ
と
し
た
。
こ
れ
は
、
親
オ
ス

マ
ン
的
な
正
教
会
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
統
合
を
擁
護
す
る
彼
の

信
条
に
直
結
す
る
論
点
で
あ
る
。
だ
が
ス
キ
ャ
リ
エ
リ
に
お
い
て

は
、
人
種
と
民
族
と
の
峻
別
や
言
語
に
対
す
る
宗
教
の
優
越
と
い
っ

た
、
カ
ロ
リ
デ
ィ
の
重
視
す
る
主
張
は
見
出
し
難
い
。
彼
の
場
合
、

ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
属
性
が
、
小
ア
ジ
ア
の
非
ト
ル
コ
性
、
更
に
は

ギ
リ
シ
ア
性
を
示
す
と
い
う
目
的
を
満
た
す
べ
く
総
動
員
さ
れ
て
お

り
、
ム
ス
リ
ム
で
す
ら
、
先
史
の
人
種
的
起
源
や
言
語
的
縁
戚
関

係
の
故
に
、「
ギ
リ
シ
ア
人
」
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
。
そ
の
意
味

で
、
カ
ロ
リ
デ
ィ
を
繁
く
引
用
す
る
ス
キ
ャ
リ
エ
リ
が
、
カ
ロ
リ
デ

ィ
と
意
図
を
同
じ
く
し
て
い
る
と
は
見
做
し
難
い
。
そ
の
最
た
る
点

が
、
小
ア
ジ
ア
の
歴
史
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
・
ト
ル
コ
人
の
位
置
付

け
だ
ろ
う
。
例
え
ば
ス
キ
ャ
リ
エ
リ
に
と
り
、「
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝

の
急
激
な
発
展
は
専
ら
異
端
の
ギ
リ
シ
ア
人
に
負
っ
て
い
る
」。
即

ち
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
伸
張
は
ビ
ザ
ン
ツ
の
模
倣
、
な
い
し
は
ビ
ザ

ン
ツ
旧
臣
た
る
ギ
リ
シ
ア
人
の
力
に
よ
る
と
見
做
す
オ
ス
マ
ン
＝
ネ
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オ
・
ビ
ザ
ン
ツ
論
と
同
様
に
、
ビ
ザ
ン
ツ
か
ら
逃
れ
た
異
端
の
ギ
リ

シ
ア
人
こ
そ
が
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
の
力
の
源
泉
だ
と
見
做
さ
れ
る

[ Scalieri 1922, p.330]

。
こ
れ
に
対
し
カ
ロ
リ
デ
ィ
に
よ
れ
ば
、

「
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
・
ト
ル
コ
の
君
主
た
ち
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
に

起
因
す
る
深
い
精
神
的
な
教
養
と
倫
理
的
な
徳
と
を
備
え
て
」
お

り
、
そ
れ
は
、
内
紛
に
明
け
暮
れ
る
ビ
ザ
ン
ツ
の
頽
勢
と
対
比
さ
れ

る
も
の
だ
っ
た[ K

arolidis 1906, p.21]

。
そ
も
そ
も
カ
ロ
リ
デ

ィ
に
と
り
、
ト
ル
コ
人
の
小
ア
ジ
ア
進
出
は
必
ず
し
も
否
定
的
に
捉

え
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
物
質
文
明
の
創
始
者

で
あ
る
テ
ィ
グ
リ
ス
・
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
流
域
の
古
代
の
住
民
は
ト
ゥ

ラ
ン
系
諸
民
族
だ
っ
た
」
の
だ
し
、「
古
代
の
ト
ゥ
ラ
ン
系
諸
民
族

の
中
で
も
強
力
な
一
部
族
で
あ
る
ト
ル
コ
人
種
は
」、
六
世
紀
に
入

る
と
サ
サ
ン
朝
と
い
う
共
通
の
敵
に
抗
す
べ
く
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
と
同

盟
し
た
。
即
ち
、「
史
上
初
の
ギ
リ
シ
ア
人
と
ト
ル
コ
人
と
の
邂
逅

は
、
友
好
的
な
同
盟
関
係
だ
っ
た
」
と
さ
れ
る[ K

arolidis 1890, 
pp.63–64]

。
つ
ま
り
、
ア
ー
リ
ア
主
義
を
踏
ま
え
た
カ
ロ
リ
デ
ィ

の
ギ
リ
シ
ア
人
起
源
論
は
、
必
ず
し
も
ト
ゥ
ラ
ン
人
種
た
る
ト
ル
コ

人
の
蔑
視
や
小
ア
ジ
ア
の
非
ト
ル
コ
性
の
主
張
に
は
繋
が
ら
な
い
。

寧
ろ
彼
に
と
り
、
ギ
リ
シ
ア
の
民
族
性
の
核
が
正
教
に
あ
る
限
り
、

正
教
会
を
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
容
認
し
庇
護
し
て
き
た
以
上
、
ム
ス
リ

ム
・
ト
ル
コ
人
と
ギ
リ
シ
ア
正
教
徒
と
は
、
互
い
に
協
力
し
て
共
通

の
敵
「
汎
ス
ラ
ヴ
主
義
」
と
闘
う
べ
き
な
の
だ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
主
張
は
必
ず
し
も
突
飛
な
も
の
で
は
な
い
。
ト
ル
コ
・

ギ
リ
シ
ア
提
携
論
や
オ
ス
マ
ン
・
ギ
リ
シ
ア
二
重
帝
国
論
は
オ
ス

マ
ン
内
外
の
正
教
徒
に
広
く
浸
透
し
て
い
た[ Skopetea 1988, 

pp.309–324]

。
そ
こ
で
興
味
深
い
の
が
、
一
九
二
二
年
の
ス
キ
ャ

リ
エ
リ
が
、「
オ
ス
マ
ン
国
民
」
理
念
を
繰
り
返
し
否
定
し
、
こ
の

理
念
の
主
唱
者
は
、ト
ル
コ
人
と
何
の
関
係
も
な
い
現
地
住
民
を「
ア

ジ
ア
化
、
ト
ル
コ
化
、
ト
ゥ
ラ
ン
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
ア
ー
リ
ア
人
種
の
住
民
を
無
益
に
ト
ゥ
ラ
ン
人
種
に
作
り
変
え

よ
う
と
し
て
い
る
」
と
非
難
し
て
い
る
点
だ
ろ
う[ Scalieri 1922, 

pp.327–328]

。
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
彼
が
「
オ
ス
マ
ン
国
民
」
論

の
否
定
に
意
を
用
い
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
自
体
、
如
何
に
彼
が
そ
れ

を
意
識
し
て
い
た
か
を
示
し
て
い
る
。

　
実
際
、
行
政
的
分
権
を
通
じ
た
オ
ス
マ
ン
の
立
憲
的
再
生
を
説
い

て
い
た
一
九
一
一
年
の
ス
キ
ャ
リ
エ
リ
は
、「
コ
ー
ラ
ン
、
よ
り
正

確
に
は
コ
ー
ラ
ン
の
教
説
は
、
社
会
に
関
し
て
他
の
聖
典
よ
り
も
遥

か
に
民
主
的
な
見
解
を
奨
励
し
て
」
お
り
、
ム
ス
リ
ム
は
古
典
古
代

の
ギ
リ
シ
ア
哲
学
を
継
承
す
る
存
在
で
あ
っ
て
、
メ
フ
メ
ト
二
世
は

平
等
に
基
づ
く
東
方
帝
国
の
構
築
を
望
ん
で
お
り
、
ス
レ
イ
マ
ン
大

帝
が
イ
ス
ラ
ー
ム
法
を
革
新
し
た
こ
と
は
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
が
ロ

ー
マ
法
を
革
新
し
た
こ
と
と
等
し
い
な
ど
と
説
き
、
従
っ
て
、
イ
ス

ラ
ー
ム
や
正
教
の
影
響
力
の
故
に
オ
ス
マ
ン
を
見
下
す
西
欧
人
は
、

「
本
質
的
に
民
主
的
で
あ
っ
て
世
俗
的
思
想
を
持
た
な
い
キ
リ
ス
ト
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教
や
イ
ス
ラ
ー
ム
の
東
方
の
聖
職
者
と
、
西
方
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
職

者
と
の
間
に
存
在
す
る
根
本
的
な
相
違
を
認
識
し
て
い
な
い
」
と
批

判
し
て
い
た[ Scalieri 1911, pp.9–14, 23–24]

。
こ
う
し
た「
西

方
」
や
「
北
方
」
へ
の
対
抗
心
と
い
う
点
は
、
ス
キ
ャ
リ
エ
リ
と
カ

ロ
リ
デ
ィ
と
が
、
そ
の
政
治
的
立
場
の
違
い
を
超
え
て
共
有
す
る
と

こ
ろ
だ
っ
た
が
、
正
に
そ
こ
に
、
そ
の
表
面
的
な
相
違
に
も
拘
ら
ず
、

一
九
一
一
年
の
オ
ス
マ
ン
再
生
論
と
一
九
二
二
年
の
反
ト
ル
コ
論
と

を
統
一
的
に
理
解
す
る
鍵
も
潜
ん
で
い
た
。
即
ち
、
ス
キ
ャ
リ
エ
リ

に
お
い
て
は
、
あ
る
べ
き
「
東
方
」
の
自
律
的
な
秩
序
保
全
の
意
識

が
一
貫
し
た
一
方
、
そ
れ
を
実
現
す
べ
き
統
合
の
理
念
や
そ
の
た
め

の
政
治
手
法
に
つ
い
て
の
見
解
は
変
化
し
た
。
そ
れ
は
、
時
々
の
政

情
の
変
容
を
反
映
し
て
変
わ
る
も
の
だ
っ
た
。

　
一
九
二
二
年
の
ス
キ
ャ
リ
エ
リ
は
次
の
よ
う
に
語
る
。「
ロ
シ
ア

人
、
そ
し
て
ス
ラ
ヴ
人
全
般
の
ギ
リ
シ
ア
や
ア
ナ
ト
リ
ア
へ
の
南
下

と
い
う
考
え
が
も
た
ら
し
た
恐
怖
」
の
故
に
、「
ギ
リ
シ
ア
人
、
ア

ル
メ
ニ
ア
人
、
チ
ェ
ル
ケ
ス
人
、
ク
ル
ド
人
、
そ
し
て
そ
の
他
の

人
々
が
、
各
々
の
死
活
の
利
益
の
た
め
に
、
ス
ラ
ヴ
人
よ
り
は
ト

ル
コ
人
の
方
が
ま
し
だ
と
思
っ
て
、
後
者
を
選
好
し
た
」。「
彼
ら

は
、
オ
ス
マ
ン
国
民
な
る
死
産
し
た
幻
想
の
た
め
に
労
力
を
費
や
す

こ
と
な
ど
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
が
崩
壊
す
れ
ば
、
様
々
な
形
で
計
画

さ
れ
た
ス
ラ
ヴ
の
攻
勢
の
実
現
が
早
ま
る
と
恐
れ
て
い
た
。
こ
の
危

険
や
恐
怖
が
消
滅
し
た
時
、
共
通
の
利
益
か
ら
沈
黙
し
て
い
た
諸
民

族
は
、
自
ら
の
解
放
に
向
け
た
闘
い
を
力
強
く
推
し
進
め
た
」。「
キ

リ
ス
ト
教
徒
で
あ
れ
ム
ス
リ
ム
で
あ
れ
、
非
ト
ル
コ
系
住
民
は
、
カ

フ
カ
ー
ス
ま
で
広
が
り
、
北
か
ら
の
攻
撃
に
対
す
る
強
固
な
砦
と

な
る
、
東
方
連
邦
の
形
成
を
求
め
て
い
た
」
と[ Scalieri 1922, 

pp.337–338]

。
こ
れ
は
正
に
語
る
に
落
ち
た
と
言
う
べ
き
も
の
で

あ
ろ
う
。
反
ス
ラ
ヴ
の
自
律
的
な
「
東
方
」
の
秩
序
を
求
め
る
点
で
、

オ
ス
マ
ン
国
民
論
も
東
方
連
邦
論
も
、同
工
異
曲
の
も
の
で
あ
っ
た
。

違
う
の
は
、
そ
の
主
導
権
を
握
る
の
が
誰
と
想
定
さ
れ
る
の
か
に
過

ぎ
な
い
。
実
際
、
前
者
が
「
ト
ル
コ
支
配
」
の
隠
れ
蓑
と
見
做
さ
れ

る
の
と
同
様
に
、
当
然
に
も
後
者
は
し
ば
し
ば
、「
ギ
リ
シ
ア
支
配
」

の
隠
れ
蓑
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
批
判
を
受
け
て
い
た
。
こ
う
し
た
議

論
に
際
し
て
ス
キ
ャ
リ
エ
リ
が
無
視
す
る
の
は
、
実
際
に
は
ギ
リ
シ

ア
人
が
、
し
ば
し
ば
オ
ス
マ
ン
政
界
で
孤
立
し
て
い
た
事
実
で
あ
る

［
藤
波
二
〇
一
一
、
第
四
章
］。

　
約
言
す
れ
ば
、
カ
ロ
リ
デ
ィ
と
ス
キ
ャ
リ
エ
リ
の
二
人
は
、
そ
の

政
治
信
条
の
差
や
現
実
政
治
に
お
け
る
提
携
相
手
の
違
い
に
も
拘
ら

ず
、「
汎
ス
ラ
ヴ
主
義
」
に
抗
す
る
「
東
方
」
の
自
律
的
な
秩
序
を

求
め
る
点
で
、
し
か
も
そ
の
実
現
に
自
ら
関
与
し
よ
う
と
し
、
そ

れ
を
政
党
へ
の
参
加
や
文
筆
活
動
に
よ
っ
て
行
な
お
う
と
し
た
点

で
、
共
通
し
て
い
た
。
そ
の
処
方
箋
に
お
い
て
、
一
九
一
一
年
と

一
九
二
二
年
の
間
に
、
カ
ロ
リ
デ
ィ
の
議
論
は
余
り
変
化
し
な
か
っ

た
が
、
ス
キ
ャ
リ
エ
リ
の
主
張
は
大
き
く
揺
れ
動
い
て
い
た
。
彼
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も
関
与
し
た
一
九
一
〇
年
か
ら
一
二
年
の
世
界
総
主
教
座
統
計
と

一
九
二
二
年
の
彼
の
単
著
と
で
、「
ギ
リ
シ
ア
人
」
の
定
義
や
数
が

大
き
く
変
化
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
間
の
政
情
の
変
容
に
伴
う
、
彼

の
処
方
箋
の
変
容
を
反
映
す
る
も
の
だ
っ
た
。

政
体
に
つ
い
て
語
る
と
き
に
カ
ル
フ
オ
ー
ル
の
語
る
こ
と

　
こ
の
二
人
と
は
異
な
り
、
現
実
の
人
的
紐
帯
を
踏
ま
え
た
商
業
的

観
点
を
重
視
す
る
カ
ル
フ
オ
ー
ル
の
視
線
は
、
経
済
的
利
害
に
敏
感

な
在
地
の
正
教
徒
住
民
の
現
実
の
動
向
に
向
か
う
。
例
え
ば
彼
は
、

「
カ
イ
セ
リ
管
区
は
現
在
ど
の
管
区
よ
り
も
貧
し
い
が
、
そ
れ
は
、

こ
の
土
地
が
富
を
も
た
ら
さ
な
い
た
め
に
、誰
も
が
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
、

イ
ズ
ミ
ル
、
ア
ダ
ナ
、
メ
ル
ス
ィ
ン
、
サ
ム
ス
ン
、
バ
フ
ラ
や
そ
の

他
と
い
っ
た
商
業
都
市
に
移
住
し
て
人
口
が
減
少
し
て
い
る
の
み
な

ら
ず
、富
裕
層
す
ら
こ
こ
に
留
ま
ら
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
」

と
記
す[ K

alfoglous 1899a, pp.549–550]

。
住
民
の
実
利
的

関
心
を
直
截
に
示
す
こ
の
よ
う
な
議
論
は
、
人
口
の
多
数
性
な
り
人

種
的
起
源
な
り
に
基
づ
く
排
他
的
領
域
性
の
主
張
か
ら
は
程
遠
い
。

一
九
一
七
年
、
二
月
革
命
後
に
ロ
シ
ア
「
全
ギ
リ
シ
ア
人
大
会
」
が

求
め
た
事
項
も
、
こ
の
立
場
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
。

　「
ロ
シ
ア
の
ギ
リ
シ
ア
人
の
精
神
状
態
を
示
す
力
を
持
つ
カ
ル
フ

オ
ー
ル
」
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
心
性
に
つ
き
、「
主
教
座
の
復
興
は
、

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
ギ
リ
シ
ア
人
、
特
に
地
方
の
住
民
に
と
っ
て
、
本

質
的
な
こ
と
で
あ
る
。
人
心
の
指
導
と
い
う
点
で
、
如
何
な
る
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
や
説
教
も
、
主
教
の
講
話
ほ
ど
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
我
々
ギ
リ
シ
ア
人
は
、
何
ら
か
の
青
写
真
の
下
に
何
ら

か
の
提
案
を
す
る
よ
う
な
者
が
い
て
も
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
は
し
な

い
の
だ
が
、
主
教
が
述
べ
た
り
提
案
し
た
り
し
た
こ
と
な
ら
ば
、
受

け
入
れ
る
の
で
あ
る
。（
も
し
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
本
当
に
可
能
な

ら
ば
）
奇
蹟
を
行
な
う
ギ
リ
シ
ア
人
主
教
の
存
在
が
必
要
な
の
で
あ

る
」
と
表
現
す
る
。
こ
れ
は
、「
ロ
シ
ア
の
ギ
リ
シ
ア
人
は
自
治
を

望
ん
だ
訳
で
も
、
独
立
し
た
国
家
や
政
体
を
望
ん
だ
訳
で
も
な
く
、

教
会
や
教
育
の
自
治
と
い
う
基
本
的
な
権
利
を
、
共
同
体
組
織
の
権

利
を
望
ん
だ
に
過
ぎ
な
い
」
と
い
う
主
張
と
も
符
合
す
る
。
彼
ら
が

求
め
た
の
は
非
領
域
的
な
文
化
的
自
治
、
具
体
的
に
は
ギ
リ
シ
ア
語

典
礼
の
自
由
、
学
校
運
営
の
自
由
、
ギ
リ
シ
ア
人
主
教
の
自
律
的
な

叙
任
な
ど
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
す
ら
独
立
教
会
化
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア

正
教
会
の
シ
ノ
ド
管
轄
下
の
一
種
の
自
治
の
形
で
実
現
可
能
な
も
の

な
の
だ
っ
た
。
彼
ら
は
、「
一
言
で
言
え
ば
、
こ
れ
ま
で
ト
ル
コ
の

同
胞
に
適
用
さ
れ
て
い
た
の
と
同
様
の
体
制
」を
求
め
た
に
過
ぎ
ず
、

ギ
リ
シ
ア
王
国
へ
の
併
合
を
望
ん
だ
訳
で
は
な
い
。
彼
ら
に
と
っ
て

ギ
リ
シ
ア
政
府
と
の
接
触
は
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
自
分
た
ち
の
権
利

保
障
に
向
け
て
、
講
和
会
議
で
の
発
言
権
を
確
保
す
る
た
め
の
一
手

段
に
過
ぎ
な
か
っ
た
し[ Panayiotidis 1919, pp.24–28]

、
そ

れ
が
選
択
さ
れ
た
の
も
、
ギ
リ
シ
ア
軍
の
オ
デ
ッ
サ
進
駐
と
そ
の
失
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敗
に
よ
る
ロ
シ
ア
の
ギ
リ
シ
ア
人
の
難
民
化
と
い
う
、
外
在
的
な
出

来
事
の
後
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
期
に
及
ん
で
な
お
、
彼
ら
に
と

り
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
自
滅
は
時
間
の
問
題
で
あ
っ
て
、
そ
の
後

は
ロ
シ
ア
も
常
態
に
復
す
る
だ
ろ
う
か
ら
、「
ロ
シ
ア
の
ギ
リ
シ
ア

人
の
多
く
は
こ
こ
に
留
ま
る
だ
ろ
う
し
、
今
は
難
民
と
な
っ
て
い
る

人
々
も
、
そ
れ
が
可
能
に
な
れ
ば
戻
っ
て
来
る
」
の
が
大
前
提
だ
っ

た[ Panayiotidis 1919, pp.32–36]

。

　
カ
ル
フ
オ
ー
ル
は
確
か
に
最
終
的
に
「
ポ
ン
ト
ス
共
和
国
」
運
動

に
加
わ
っ
た
が
、
そ
の
中
心
は
、
彼
の
居
住
し
た
バ
ト
ゥ
ー
ム
で
は

な
く
、
ト
ラ
ブ
ゾ
ン
に
あ
っ
た
し
、
そ
の
際
も
、
彼
を
含
む
在
地
の

指
導
層
は
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
ア
ル
メ
ニ
ア
系
な
り
ト
ル
コ
系
な
り
の

現
地
住
民
と
の
連
携
を
模
索
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ

キ
の
敗
北
後
、
常
態
に
復
し
た
ロ
シ
ア
で
の
生
活
再
建
を
夢
見
る
彼

ら
に
と
っ
て
、
民
族
主
義
の
言
説
へ
の
迎
合
は
、
ギ
リ
シ
ア
政
府
か

ら
必
要
な
援
助
を
引
き
出
す
た
め
の
方
策
の
一
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た

し
、「
ポ
ン
ト
ス
共
和
国
」
運
動
も
、
い
わ
ば
友
敵
関
係
の
宗
派
主

義
化
の
中
で
の
窮
余
の
策
に
等
し
か
っ
た
。

　
以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
カ
ル
フ
オ
ー
ル
に
は
、
国
家
や
政

体
を
作
り
変
え
よ
う
と
す
る
意
志
も
、
排
他
的
領
域
性
を
主
張
す
る

意
図
も
少
な
い
。
故
に
彼
の
歴
史
地
理
に
お
い
て
、
統
計
的
な
数
字

に
は
余
り
重
き
が
置
か
れ
な
い
。
例
え
ば
、
ア
マ
ス
ヤ
に
つ
い
て

彼
は
、「
四
万
人
ほ
ど
と
推
定
さ
れ
る
人
口
の
内
、
一
〇
〇
〇
人
の

み
が
正
教
徒
」
だ
と
記
す
。
ま
た
ト
ラ
ブ
ゾ
ン
に
つ
い
て
も
、「
人

口
は
四
万
人
ほ
ど
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
半
分
が
ム
ス
リ
ム
、
四
分
の

一
が
正
教
徒
、
残
り
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
や
そ
の
他
で
あ
る
」
と
述
べ

る
。
自
ら
の
父
母
の
地
、
バ
フ
ラ
に
つ
い
て
は
、「
一
万
六
〇
〇
〇

人
ほ
ど
と
推
定
さ
れ
る
人
口
の
内
、
二
〇
〇
〇
人
ほ
ど
が
ギ
リ
シ
ア

人Ρ
οὺμ

、
一
万
人
が
ム
ス
リ
ム
で
残
り
は
ア
ル
メ
ニ
ア
人
と
そ
の

他
で
あ
る
」
と
記
す
。
そ
し
て
カ
フ
カ
ー
ス
移
民
の
供
給
源
だ
っ
た

ギ
ュ
ム
シ
ュ
ハ
ー
ネ
に
つ
い
て
も
、「
人
口
は
全
部
で
四
〇
〇
〇
人

ほ
ど
と
推
定
さ
れ
」、「
昔
は
こ
の
周
辺
で
は
多
く
の
銀
山
や
銅
山

が
採
掘
さ
れ
て
い
た
の
で
、
か
つ
て
は
二
万
人
以
上
の
ギ
リ
シ
ア

人Ρ
οὺμ

鉱
夫
が
住
ん
で
い
た
が
、
そ
の
多
く
は
ア
ナ
ト
リ
ア
内
陸

部
に
鉱
山
を
発
掘
す
べ
く
出
立
し
た
の
で
、
二
〇
〇
〇
人
ほ
ど
し
か

ギ
リ
シ
ア
人Ροὺμ

は
残
っ
て
い
な
い
」
と
論
ず
る[ K

alfoglous 
1899b, pp.140, 142–143, 146, 151]

。
彼
が
提
示
す
る
数
字
の

慎
ま
し
さ
は
印
象
的
で
あ
る
。

　
カ
フ
カ
ー
ス
に
つ
い
て
は
カ
ル
フ
オ
ー
ル
は
も
う
少
し
数
字
に
敏

感
で
あ
り
、
一
八
九
七
年
調
査
に
基
づ
く
一
九
〇
七
年
の
ロ
シ
ア
統

計
と
、
自
身
の
独
自
の
集
計
と
を
対
比
し
つ
つ
、
カ
フ
カ
ー
ス
各
県

の
ギ
リ
シ
ア
人
人
口
を
列
挙
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
彼
の
住
む
バ
ト

ゥ
ー
ム
市
に
つ
い
て
、
前
者
が
二
七
三
〇
人
と
示
す
ギ
リ
シ
ア
人
人

口
が
後
者
で
は
三
五
〇
〇
人
と
さ
れ
、
同
市
を
含
む
バ
ト
ゥ
ー
ム
県

全
体
に
つ
い
て
も
、
前
者
で
は
四
六
九
九
人
の
と
こ
ろ
、
後
者
で
は
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七
一
五
五
人
と
さ
れ
て
い
る
。
他
の
カ
フ
カ
ー
ス
諸
県
に
つ
い
て
も

同
様
の
操
作
が
な
さ
れ
る
が
、
そ
の
差
は
せ
い
ぜ
い
数
百
人
、
最
大

の
誤
差
で
も
三
〇
〇
〇
人
程
度
で
あ
り
、
カ
フ
カ
ー
ス
全
体
の
ギ
リ

シ
ア
人
も
、
前
者
が
九
万
八
〇
六
九
人
と
す
る
と
こ
ろ
が
、
後
者

で
は
一
〇
万
九
六
一
四
人
に
増
え
て
い
る
程
度
の
伸
び
に
過
ぎ
な

い[ K
alfoglous 1908, pp.110–126]

。
ス
キ
ャ
リ
エ
リ
が
、
カ

フ
カ
ー
ス
に
は
一
九
世
紀
中
に
二
五
万
程
度
の
ギ
リ
シ
ア
人
が
小
ア

ジ
ア
か
ら
移
住
し
、
大
戦
中
に
更
に
一
一
万
人
程
度
が
流
入
し
た
筈

で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
他
地
域
か
ら
の
移
民
や
ク
リ
ミ
ア
や
南
ロ
シ
ア

に
定
着
し
た
人
々
を
合
わ
せ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
の
ギ
リ
シ
ア
人
は
総
計

七
七
万
五
三
〇
〇
人
に
達
す
る
筈
と
述
べ
て
い
る
こ
と
と
比
べ
る
と

[ Scalieri 1922, pp.411–414]

、
こ
こ
で
も
カ
ル
フ
オ
ー
ル
の
数

字
の
慎
ま
し
さ
は
印
象
的
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ス
キ
ャ
リ
エ
リ
が
ラ

ズ
人
や
グ
ル
ジ
ア
人
を
人
種
的
に
ギ
リ
シ
ア
人
に
結
び
付
け
た
の
と

は
異
な
り
、
カ
ル
フ
オ
ー
ル
に
そ
の
よ
う
な
操
作
は
見
ら
れ
な
い
。

彼
の
意
図
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
が
小
ア
ジ
ア
な
り
カ
フ
カ
ー
ス
な
り
で

排
他
的
な
多
数
性
を
持
つ
と
示
す
と
こ
ろ
に
で
は
な
く
、
ギ
リ
シ
ア

人
が
越
境
的
に
紡
ぐ
広
域
的
な
人
的
紐
帯
を
示
す
と
こ
ろ
に
こ
そ
あ

っ
た
。

　
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
地
理
像
も
、
そ
の
前
提
と
な
っ
た
社
会

的
基
盤
も
、
や
が
て
消
滅
し
て
い
く
。
カ
ル
フ
オ
ー
ル
の
構
想
を
無

に
帰
さ
し
め
た
の
は
、
ギ
リ
シ
ア
軍
の
オ
デ
ッ
サ
及
び
イ
ズ
ミ
ル
へ

の
進
駐
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
が
引
き
起
こ
し
た
友
敵
関
係
の
宗
派

主
義
化
の
中
で
の
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
と
ト
ル
コ
大
国
民
議
会

政
府
と
に
よ
る
カ
フ
カ
ー
ス
挟
撃
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
ロ
シ
ア
、

グ
ル
ジ
ア
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ト
ル
コ
な
ど
、
在
地
に

叢
生
す
る
国
民
国
家
が
各
々
の
民
族
史
を
立
ち
上
げ
る
中
、
小
ア
ジ

ア
や
カ
フ
カ
ー
ス
の
ギ
リ
シ
ア
人
は
、
そ
の
い
ず
れ
か
ら
も
抜
け
落

ち
る
存
在
と
な
る
。

お
わ
り
に

　
カ
ロ
リ
デ
ィ
の
発
言
は
常
に
学
知
を
背
景
と
し
た
。
カ
ル
フ
オ
ー

ル
も
ス
キ
ャ
リ
エ
リ
も
、
そ
の
立
場
の
違
い
に
も
拘
ら
ず
彼
の
著
作

を
し
ば
し
ば
引
用
し
た
の
は
、
正
に
カ
ロ
リ
デ
ィ
が
担
う
学
知
の

故
だ
っ
た
。
カ
ロ
リ
デ
ィ
が
国
際
東
洋
学
者
会
議
の
常
連
だ
っ
た

こ
と
は
、
そ
の
威
信
を
高
め
る
役
割
を
果
た
し
た
だ
ろ
う
。
彼
は
、

一
八
八
九
年
開
催
の
第
八
回
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
＝
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ア

（
オ
ス
ロ
）
大
会
で
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
代
表
の
ア
フ
メ
ト
・
ミ
ド
ハ

ト
や
、
ド
イ
ツ
留
学
中
だ
っ
た
日
本
代
表
の
井
上
哲
次
郎
、
そ
し
て

ア
ー
リ
ア
主
義
の
提
唱
者
の
一
人
、
彼
が
「
熱
心
な
親
ギ
リ
シ
ア
的

人
物
」
と
見
做
す
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
ら
と
同
席
し
て
い
る
が
、

後
の
一
九
一
二
年
、
カ
ロ
リ
デ
ィ
が
受
け
入
れ
側
に
回
っ
た
第
一
六

回
ア
テ
ネ
大
会
に
は
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
在
住
の
ロ
シ
ア
・
ム
ス
リ
ム
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知
識
人
、
ユ
ー
ス
フ
・
ア
ク
チ
ュ
ラ
も
参
加
し
て
い
た
。
世
紀
転
換

期
の
学
知
は
既
に
「
西
洋
」
と
「
東
洋
」
と
を
結
ぶ
国
際
的
な
も
の

だ
っ
た
の
で
あ
り
、歴
史
叙
述
に
「
科
学
性
」
が
求
め
ら
れ
た
の
も
、

そ
の
皆
に
共
通
の
事
柄
だ
っ
た
。

　
例
え
ば
ア
フ
メ
ト
・
ミ
ド
ハ
ト
は
、
西
欧
学
知
を
踏
ま
え
て
、

「
暗
黒
の
中
世
」
を
体
現
す
る
「
最
悪
の
国
家
」
ビ
ザ
ン
ツ
を
近
代

の
扉
を
開
い
た
オ
ス
マ
ン
と
対
比
し
つ
つ[ U

rsinus 1987]

、
ヤ

ペ
テ
裔
・
エ
サ
ウ
裔
を
め
ぐ
る
創
世
記
伝
承
の
合
理
的
解
釈
を
通

じ
て
、
オ
ス
マ
ン
史
叙
述
の
近
代
的
再
構
築
を
試
み
た
［
小
笠
原

二
〇
一
〇
］。
そ
の
彼
は
国
際
東
洋
学
者
会
議
で
イ
ス
ラ
ー
ム
や
タ

タ
ー
ル
人
の
現
状
に
つ
い
て
ロ
シ
ア
知
識
人
と
議
論
し
て
い
た
が

[ Findley 1999]

、
タ
タ
ー
ル
人
た
る
当
の
ア
ク
チ
ュ
ラ
は
、
オ
ス

マ
ン
・
ト
ル
コ
人
に
民
族
主
義
を
広
め
る
の
に
専
心
し
、
帝
国
解
体

後
は
、
西
欧
学
知
に
基
づ
く
公
定
歴
史
学
構
築
の
中
心
人
物
の
一
人

と
な
る
。
そ
れ
は
、
ア
ー
リ
ア
主
義
の
裏
返
し
と
し
て
、
反
ソ
の
文

脈
で
戦
間
期
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
や
日
本
で
広
が
っ
た
ト
ゥ
ラ
ン
主
義
の

ト
ル
コ
的
展
開
と
言
う
べ
き
も
の
だ
っ
た
［
永
田
二
〇
〇
四
］。

　
た
だ
し
、
世
紀
転
換
期
の
西
洋
学
知
が
排
他
的
な
人
種
主
義
に
必

ず
直
結
し
た
訳
で
は
な
い
。
前
述
の
通
り
、
先
史
ア
ナ
ト
リ
ア
の
ア

ー
リ
ア
性
を
説
く
カ
ロ
リ
デ
ィ
は
同
時
に
、
先
史
の
人
種
論
が
現
代

の
政
体
論
に
直
結
す
る
訳
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
。
寧
ろ
カ
ロ

リ
デ
ィ
に
と
っ
て
は
、
国
際
東
洋
学
者
会
議
第
八
回
大
会
で
「
ト
ル

コ
人
は
一
人
も
ト
ゥ
ラ
ン
語
部
会
に
は
加
わ
ら
な
か
っ
た
」こ
と
が
、

「
ム
ス
リ
ム
諸
民
族
に
と
り
唯
一
の
精
神
生
活
は
宗
教
的
な
そ
れ
で

あ
る
こ
と
を
示
す
明
瞭
な
証
拠
」
だ
と
映
っ
て
い
た[ K

arolidis 
1890, p.103]

。
こ
の
よ
う
な
宗
教
重
視
の
民
族
論
は
、
ギ
リ
シ
ア

人
に
も
ト
ル
コ
人
に
も
等
し
く
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、

人
種
的
起
源
に
関
す
る
学
知
と
は
別
次
元
で
、「
汎
ス
ラ
ヴ
主
義
」

に
抗
す
る
オ
ス
マ
ン
・
ギ
リ
シ
ア
提
携
を
、
や
は
り
学
知
の
面
か
ら

補
強
す
る
も
の
な
の
だ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
本
稿
で
扱
っ
た
三
名
の
歴
史
叙
述
は
、
領
域
的
主
権
国

家
の
枠
組
み
と
直
接
は
結
び
付
か
な
い
点
で
も
共
通
し
て
い
た
。
確

か
に
、
カ
ロ
リ
デ
ィ
や
ス
キ
ャ
リ
エ
リ
の
主
張
は
極
め
て
政
治
的
な

も
の
で
は
あ
っ
た
。
だ
が
こ
の
二
人
の
議
論
は
、
国
家
権
力
に
よ
る

紀
律
を
代
弁
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
現
存
す
る
国
制
や
政
体
そ
れ
自

体
を
変
え
る
た
め
の
営
為
だ
っ
た
。
カ
ル
フ
オ
ー
ル
に
至
っ
て
は
、

政
治
権
力
と
は
ほ
ぼ
無
縁
の
形
で
、
移
民
と
通
商
と
に
基
づ
く
跨
境

的
な
歴
史
地
理
像
を
描
い
て
い
た
。
こ
の
三
名
は
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ

ム
に
も
メ
ガ
リ
・
イ
デ
ア
に
も
オ
ス
マ
ン
国
民
論
に
も
完
全
に
規
定

さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
各
々
が
そ
れ
ら
の
各
要
素
を
再
構
成
す
る
こ

と
で
、
独
自
の
歴
史
地
理
を
紡
い
で
い
た
。
そ
れ
は
、
国
家
や
教
会

に
対
置
さ
れ
る
、
越
境
的
な
社
会
の
側
の
利
害
に
即
し
た
歴
史
地
理

認
識
を
、学
知
を
介
し
て
昇
華
さ
せ
た
も
の
だ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

だ
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
解
体
後
、
こ
う
し
た
歴
史
地
理
認
識
の
跨
境
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ギ
リ
シ
ア
東
方
の
歴
史
地
理
―
オ
ス
マ
ン
正
教
徒
の
小
ア
ジ
ア
・
カ
フ
カ
ー
ス
表
象
（
藤
波
）

的
な
広
が
り
は
忘
れ
ら
れ
て
い
く
。
そ
れ
に
対
し
、
一
九
二
二
年
の

ス
キ
ャ
リ
エ
リ
の
よ
う
な
、
人
口
の
多
数
性
に
基
づ
く
排
他
的
領
域

性
の
言
説
こ
そ
が
後
の
民
族
史
の
語
り
口
に
直
接
繋
が
っ
て
い
く
。

　
帝
国
解
体
後
、
ギ
リ
シ
ア
で
は
、
現
有
領
土
の
枠
内
で
の
単
線
的

な
民
族
解
放
史
観
が
確
立
し
た
一
方
、
ト
ル
コ
で
も
、
大
国
民
議
会

政
府
が
実
力
で
確
保
し
た
地
域
、
即
ち
ア
ナ
ト
リ
ア
の
一
体
性
に
特

別
な
意
味
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
対
外
的
緊
張
を
も
た
ら

し
か
ね
な
い
汎
テ
ュ
ル
ク
主
義
に
代
わ
る
ト
ル
コ
民
族
主
義
の
一

類
型
と
し
て
、「
ア
ナ
ト
リ
ア
主
義
」
が
新
た
に
登
場
し
た[ Çınar 

2013]

。
ト
ル
コ
語
話
者
の
正
教
徒
、
即
ち
「
カ
ラ
マ
ン
ル
」
は
、

正
教
徒
の
ト
ル
コ
人
だ
っ
た
の
か
ト
ル
コ
語
話
者
の
ギ
リ
シ
ア
人
だ

っ
た
の
か
が
二
者
択
一
の
形
で
問
題
と
な
る
の
も
、
こ
う
し
た
民
族

史
の
時
代
に
特
有
の
発
想
だ
っ
た[ G
öktürk 2011]

。
そ
れ
は
、

世
紀
転
換
期
の
思
想
的
営
為
が
、「
宗
教
的
」
な
い
し
「
非
政
治
的
」

な
も
の
か
ら
「
民
族
的
」
な
い
し
「
政
治
的
」
な
も
の
へ
の
、
単
線

的
か
つ
不
可
逆
的
な
移
行
過
程
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
く
こ
と

に
も
繋
が
る
（
こ
う
し
た
理
解
の
例
と
し
て
、[ Anestidis 2002, 

pp.31–33; Benlisoy 2010, pp.136–137]

を
参
照
）。

　
だ
が
世
紀
転
換
期
の
「
東
方
」
は
、
在
地
の
社
会
経
済
を
織
り
成

す
人
的
紐
帯
を
現
実
的
基
盤
に
、
各
々
の
目
的
や
手
法
の
違
い
、
政

情
に
応
じ
た
議
論
の
時
期
的
変
化
は
あ
っ
て
も
、
必
ず
し
も
相
互
に

排
他
的
で
は
な
い
多
民
族
多
宗
教
的
な
歴
史
地
理
認
識
を
生
み
出
し

続
け
て
い
た
。「
長
い
一
九
世
紀
」
を
通
じ
て
オ
ス
マ
ン
経
済
を
支

え
た
正
教
徒
の
国
際
的
な
通
商
網
も
、
血
縁
や
地
縁
に
基
づ
く
人
的

紐
帯
が
拡
大
す
る
こ
と
で
形
成
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
し[ H

arlaftis 
1996]

、
同
様
の
事
態
は
政
治
権
力
を
担
う
側
に
も
存
在
し
た
。
帝

国
各
地
の
名
望
家
層
は
、
帝
都
が
供
給
す
る
近
代
学
知
や
そ
れ
に

基
づ
く
法
制
的
枠
組
み
を
吸
収
す
る
こ
と
で
自
ら
の
人
的
紐
帯
を

強
化
再
編
し
、
そ
れ
を
在
地
で
の
影
響
力
保
持
の
た
め
の
政
治
資
源

と
し
た
が
、
他
方
で
近
代
オ
ス
マ
ン
の
官
僚
制
は
、
学
歴
や
地
縁
を

共
有
す
る
こ
の
種
の
人
々
が
帝
国
全
土
を
巡
礼
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
こ
そ
成
り
立
っ
て
い
た
［Roded 1984, Clayer 2005; 

秋
葉

二
〇
〇
五
］。
同
様
の
こ
と
は
、
体
制
を
動
か
す
あ
る
い
は
体
制
に

抗
す
る
政
党
員
の
間
の
人
的
紐
帯
に
つ
い
て
も
言
え
る[ Zürcher 

1984]

。
こ
の
よ
う
に
、
オ
ス
マ
ン
領
内
外
に
お
い
て
、
主
権
国
家

の
建
前
の
論
理
に
囚
わ
れ
が
ち
な
「
面
」
の
次
元
以
上
に
、
人
的
紐

帯
が
も
た
ら
す
「
点
」
と
「
線
」
の
集
積
に
よ
っ
て
こ
そ
、
互
い
に

重
な
り
合
う
広
域
的
な
政
治
経
済
の
秩
序
と
そ
れ
が
伴
う
文
化
圏
と

が
形
作
ら
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

　
以
上
に
鑑
み
れ
ば
、
革
命
前
後
の
オ
ス
マ
ン
内
外
の
歴
史
叙
述

が
持
つ
世
界
史
的
意
義
も
浮
か
び
上
が
っ
て
こ
よ
う
。
ロ
シ
ア
の

一
九
〇
五
年
革
命
に
発
す
る
立
憲
革
命
の
波
は
、
隣
接
諸
国
に
立

憲
主
義
的
で
多
民
族
多
宗
教
的
な
国
制
再
編
の
課
題
を
突
き
付
け

[ Sohrabi 1995]

、
そ
れ
は
更
に
社
会
主
義
と
い
う
対
抗
文
明
像
を
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も
た
ら
し
も
し
た
が
、
そ
れ
を
担
っ
た
の
は
、
域
内
を
跨
境
的
に
往

還
す
る
人
々
の
交
流
だ
っ
た[ Tunçay and Zürcher 1994]

。
第

一
次
大
戦
後
、
両
帝
国
の
崩
壊
を
経
て
、
領
域
的
な
主
権
性
を
求
め

る
民
族
主
義
が
叢
生
し
た
が
、
そ
れ
も
ま
た
、
か
つ
て
の
越
境
的
な

思
想
の
場
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
［
藤
波
二
〇
一
四

a
］。
こ
の
間
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
体
制
に
抗
す
る
「
友
邦
」
と
し
て
、

オ
ス
マ
ン
に
代
わ
っ
た
ト
ル
コ
と
帝
政
を
継
い
だ
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ

シ
ア
と
が
提
携
す
る
が
、
戦
間
期
秩
序
の
定
着
と
共
に
、
西
欧
志
向

の
前
者
と
、
対
抗
文
明
像
に
固
執
す
る
後
者
と
は
反
目
す
る
。
冷
戦

期
に
は
、こ
の
反
目
が
東
西
陣
営
の
対
峙
の
形
で
固
定
さ
れ
た
た
め
、

か
つ
て
こ
の
地
域
を
覆
っ
た
広
域
的
な
人
的
紐
帯
も
抑
圧
や
忘
却
の

対
象
と
な
っ
た
が
、
冷
戦
終
結
後
は
、
超
大
国
の
世
界
支
配
に
抗
す

る
地
域
大
国
の
台
頭
の
文
脈
で
、
か
つ
て
の
跨
境
的
な
紐
帯
に
新
た

な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
思
想
的
基
盤
と
し
て
、
正
教
や
イ
ス
ラ

ー
ム
と
い
う
普
遍
宗
教
の
復
興
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
の
意
味
で
、
西
欧
学
知
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
世
紀
転
換
期
に
オ

ス
マ
ン
領
内
外
で
独
自
に
展
開
さ
れ
た
歴
史
地
理
認
識
の
諸
相
は
、

民
族
主
義
や
立
憲
主
義
、
正
教
や
イ
ス
ラ
ー
ム
と
い
う
個
々
の
正
統

性
が
機
能
し
た
場
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
が
併
存
し
て
受
容

さ
れ
不
断
の
再
解
釈
を
施
さ
れ
て
い
た
場
自
体
を
対
象
化
す
る
思
想

的
営
為
と
し
て
、
再
宗
教
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
現
代
世
界
の
視
座
か

ら
見
て
も
、
改
め
て
立
ち
戻
っ
て
分
析
す
る
に
値
す
る
知
的
遺
産
を

提
供
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
社
会
主
義
と
い
う

二
〇
世
紀
特
有
の
対
抗
文
明
像
を
、
そ
れ
が
現
実
に
受
容
さ
れ
定
着

し
た
在
地
の
場
の
長
期
的
な
変
動
の
中
に
位
置
付
け
て
理
解
す
る
た

め
に
も
、
こ
の
遺
産
を
歴
史
学
に
考
察
す
る
意
義
は
今
な
お
小
さ
く

な
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註（
1
）
た
だ
し
、
実
は
フ
ァ
ル
メ
ラ
イ
ア
ー
に
と
っ
て
、
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス

と
の
対
比
で
、
ト
ラ
ブ
ゾ
ン
は
相
対
的
に
高
く
評
価
さ
れ
る
地
だ
っ

た
こ
と
は
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う[ Skopetea 1999, 

Chapter 4]

。

（
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
研
究
機

関
研
究
員
）
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図 1　小アジア・カフカース略図（出典　Economidis 1920）
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図 2　「ポントス共和国」の予定領土（出典　同）
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The Historical Geography of the Greek East: Ottoman 
Orthodox Christians on the Asia Minor and the Caucasus

FUJINAMI, Nobuyoshi

　　In the nineteenth and early twentieth centuries Ottoman Greek 
intellectuals constructed a set of peculiar geopolitical images within 
the framework of the empire as a way to set up a regional order of their 
own free from the West European as well as the Slavic intervention. 
Historical writing proved to be one of the most productive methods to 
bring this kind of imagined geography into effect. In this article I argue 
the case of three Turcophone Greek intellectuals, namely, Ioannis 
Kalfoglous, Pavlos Karolidis, and Georgeos Scalieris, and show how 
historiography worked in the context of identity politics under the 
multi-ethnic circumstances of the late Ottoman Empire.
　　Kalfoglous put utmost emphasis on the actual human relations that 
transcend the borders of sovereign states. When writing the history of 
the Asia Minor and the Caucasus, he underlined the socio-economic 
aspects which brought his fellow Greeks from their “fatherland” Asia 
Minor to the Caucasian towns. In contrast he showed little interest 
in politics, whether it was conducted in the Ottoman or the Russian 
Empire.
　　Karolidis, as a professional historian, took pains to make a 
distinction between race and ethnicity when he investigated the Arian 
origin of the peoples of Asia Minor. He thought racial origin did not 
necessarily determine one’s ethnicity. For him, religion, especially the 
Orthodox Christianity, is the primal element that creats an ethnic 
group, namely the Greeks, with a common bondage of religio-cultural 
belongings. He highly evaluated the role of the Ottomans in this process 
because they had respected the religious privileges of the Greeks and 
thus saved the Great Church from the Western Catholic as well as the 
Slavic invasion.
　　Scalieris in his turn applied a very different narrative of racism 
with a specific aim of disclaiming the Turkishness of Asia Minor. He 
claimed that among the Ottoman Muslims there were so many non-
Turk ethnic groups with a supposedly Greek origin that actually the 
Turks formed only a petty minority while the Greeks and/or “crypto” 
Greeks were the majority of Asia Minor.
　　Although sharing the similar ethno-religious background, the 
ideologies and political inclinations of these three intellectuals differed 
from one another considerably. Historical writings thus reflected the 
various types of imagination with regard to the political as well as socio-
economic situations of the Greek East stretching from the Ottoman to 
the Russian territories.


